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市の人口と予算�
【人口・世帯】�〈2月1日現在〉�
合�計�＝�153,430人�（＋ 85）�（　）内は前月比�
男�＝�76,065人�（＋ 13）�
女�＝�77,365人�（＋ 72）�
世�帯�＝�58,108世帯�（－117）�
【予算】�〈2月1日現在〉�
一 般 会 計＝362億1,611万8千円�
特別・企業会計＝412億7,877万8千円�

平成１８年市議会第１回定例会は、２月２３日�午後１時から開会する予定です

求人情報検索可能地域

　

仕
事
を
探
し
て
い
る
方
、
江
戸
川
台
駅
前
の
地
域
職

業
相
談
室
を
ご
存
知
で
す
か
。
昨
年
８
月
、
江
戸
川
台

駅
東
口
前
の
Ｊ
Ａ
ビ
ル
２
階
に
、
地
域
に
密
着
し
た
雇

用
対
策
事
業
の
促
進
を
目
指
し
、
市
が
設
置
し
松
戸
公

共
職
業
安
定
所
と
連
携
し
て
運
営
し
て
い
る
県
内
で
初

め
て
の
も
の
で
す
。
同
相
談
室
で
は
、
雇
用
保
険
の
手

続
き
を
除
く
、
職
業
相
談
や
職
業
紹
介
を
行
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
求
職
者
が
自
分
に
合
っ
た
目
的
の
仕
事
を

ス
ム
ー
ズ
に
検
索
す
る
こ
と
が
で
き
る
「
求
人
検
索
シ

ス
テ
ム
」
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

約　

万
件
の
求
人
情
報

１０
求
職
に
関
す
る
相
談
を
受
け
付
け

　専門の相談員がお話をうかがいます

人
権
擁
護
委
員
決
ま
る

全域（木更津市、茂原市、銚子市、佐原市を除く）千葉県

春日部市、久喜市、幸手市、栗橋町、杉戸町、
鷲宮町、南埼玉郡、草加市、三郷市、八潮市、
越谷市、吉川市、松伏町

埼玉県

東京２３区、大島町、八丈町、利島村、新島村、
神津島村、三宅村、御蔵島村、青ヶ島村

東京都

　

１
月　

日
に
総
務
省
か
ら

３１

発
表
さ
れ
た
昨
年　

月
の
完

１２

全
失
業
率
（
季
節
調
整
値
）

は
、
前
月
よ
り
も
０
・
２
ポ

イ
ン
ト
改
善
し
て
４
・
４
％

と
な
り
、
厚
生
労
働
省
発
表

の
月
例
労
働
経
済
報
告
で
は

「
景
気
は
緩
や
か
に
回
復
し

て
い
る
」
と
い
う
情
勢
の
中

で
、
製
造
業
を
中
心
に
求
人

数
も
増
加
に
転
じ
て
い
ま 

す
。

　

働
き
た
い
け
れ
ど
き
っ
か

け
が
つ
か
め
な
い
方
、
子
育

て
も
一
段
落
し
パ
ー
ト
に
出

て
み
よ
う
か
と
お
考
え
の 

方
、
地
域
職
業
相
談
室
に
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

江
戸
川
台
駅
東
口
前
の
地

域
職
業
相
談
室
で
は
、
求
人

検
索
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
仕
事

探
し
の
ほ
か
、
求
職
者
の
希

望
職
種
な
ど
の
相
談
や
、
就

職
活
動
に
必
要
な
履
歴
書
や

職
務
経
歴
書
の
書
き
方
の
ア

ド
バ
イ
ス
な
ど
も
行
っ
て
い

ま
す
。

　

設
置
さ
れ
た
４
台
の
求
人

検
索
シ
ス
テ
ム
で
は
、
千
葉

県
、
東
京
都
、
埼
玉
県
の
一

部
地
域
の
求
人
情
報
の
検
索

が
可
能
（
別
表
）
で
、
フ
ル

タ
イ
ム
約
７
万
３
千
件
、
パ

ー
ト
タ
イ
ム
約
２
万
７
千
件

の
お
よ
そ　

万
件
の
求
人
情

１０

報
が
閲
覧
で
き
ま
す
。

　

１
月
ま
で
の
職
業
相
談
件

数
は
、
１
１
５
０
件
と
な
っ

て
い
ま
す
。同
相
談
室
で
は
、

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
と
同
じ
情
報

の
検
索
、
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

が
受
け
ら
れ
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
ご
利
用
を
。

　

※
駐
車
場
が
あ
り
ま
せ
ん

の
で
、
公
共
交
通
機
関
を
ご

利
用
く
だ
さ
い

�
　

①
受
け
付
け
…
求
職
申
込

初
め
て
利
用
す
る
方

の
職
業
相
談
の
流
れ

書
を
記
入
し
窓
口
へ
提
出
し

ま
す
。

　

②
求
人
情
報
の
閲
覧
…
ご

自
身
で
、
求
人
検
索
シ
ス
テ

ム
に
よ
る
求
人
情
報
の
閲
覧

を
行
い
、
希
望
の
就
職
先
を

探
し
ま
す
。

　

③
希
望
就
職
先
求
人
票
の

発
行
…
求
人
検
索
シ
ス
テ
ム

に
よ
り
就
職
希
望
先
が
特
定

で
き
た
ら
、
求
人
票
を
印
刷

し
相
談
窓
口
に
提
出
し
ま
す
。

　

④
会
社
へ
の
連
絡
、
面
接

等
日
程
の
決
定
…
相
談
員
が

求
人
票
に
基
づ
き
、
会
社
側

に
就
職
希
望
者
が
い
る
こ
と

を
連
絡
し
ま
す
。
会
社
側
と

の
条
件
が
合
え
ば
、
紹
介
状 　検索機は誰でも簡単に扱えます

を
交
付
の
上
、
面
接
等
の
日

時
を
求
職
者
へ
お
伝
え
し
、

希
望
者
に
は
、
面
接
や
書
類

選
考
時
に
会
社
が
必
要
と
す

る
書
類
（
履
歴
書
や
職
務
経

歴
書
等
）
の
作
成
の
仕
方
な

ど
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
ま
す
。

　

⑤
各
事
業
者
に
よ
る
書
類

選
考
、
面
接
等

　

⑥
就
職

　

□問
 

地
域
職
業
相
談
室
�
７

１
５
６
―
７
８
８
８

市
・
県
民
税
の
申
告

所
得
税
の
確
定
申
告

　

明
日　

日
か
ら
、
市
・
県

１６

民
税
の
申
告
や
所
得
税
の
確

定
申
告
が
始
ま
り
ま
す
。
申

告
期
限
の
３
月　

日
ま
で
の

１５

月
曜
か
ら
金
曜
お
よ
び
、
２

月　

日
と　

日
の
日
曜
も
受

１９

２６

け
付
け
ま
す
。
申
告
は
早
め

に
済
ま
せ
る
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。

　

松
戸
税
務
署
で
は
、
確
定

申
告
の
相
談
・
受
け
付
け
を

行
い
ま
す
。
市
役
所
で
は
①

市
・
県
民
税
の
申
告
②
給
与

所
得
者
や
年
金
所
得
者
で
年

末
調
整
を
行
っ
て
い
な
い
方

の
確
定
申
告
③
扶
養
控
除
、

社
会
保
険
料
控
除
、
医
療
費

控
除
等
の
簡
易
な
確
定
申
告

に
つ
い
て
、
自
書
作
成
に
関

す
る
相
談
と
受
け
付
け
を
行

い
ま
す
。

　

市
役
所
で
の
相
談
・
受
付

時
間
は
９
時　

分
か
ら　

時

３０

１２

ま
で
と　

時
か
ら　

時
ま
で

１３

１６

で
す
。
な
お
、
申
告
の
相
談

を
す
る
方
が
多
く
、
相
談
時

間
内
に
そ
の
日
の
事
務
処
理

が
困
難
と
な
っ
た
場
合
は
、

相
談
の
受
付
時
間
を　

分
か

３０

ら
１
時
間
前
に
締
め
切
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
ゆ
と
り
を

持
っ
て
早
め
に
来
庁
す
る
よ

う
に
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
庁
舎
前
駐
車
場
が

狭
く
、
期
間
中
は
混
雑
が
予

想
さ
れ
る
た
め
、
で
き
る
だ

け
公
共
交
通
機
関
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

　

※
青
色
申
告
、
贈
与
税
、

譲
渡
所
得
、
住
宅
借
入
金
等

特
別
控
除
、
消
費
税
の
申
告

・
相
談
、
税
務
署
の
判
断
等

を
伴
う
も
の
は
、
松
戸
税
務

署
で
受
け
付
け
ま
す

�
　

国
税
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（h
ttp
:/
/
w
w
w
.n
ta
.g
o
.

 
   
  
 
 
 
 
  
  
  
 
  

jp   

）
の
「
所
得
税
の
確
定
申

告
書
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
で
作

成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

□問
 

市
・
県
民
税
に
つ
い
て

は
…
市
民
税
課
�
７
１
５
０

―
６
０
７
３
／
所
得
税
に
つ

い
て
は
…
松
戸
税
務
署
�
０

４
７
―
３
６
３
―
１
１
７
１

申
告
書
は
パ
ソ
コ
ン

で
も
作
成
可
能

　

本
年
１
月
１
日
付
け
で
、

法
務
大
臣
か
ら
次
の
２
人
の

方
が
人
権
擁
護
委
員
と
し
て

委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。
委
嘱
期

間
は
、
平
成　

年　

月　

日

２０

１２

３１

ま
で
の
３
年
間
。

　

▽
秋
月
孝
夫
（
江
戸
川
台

西
２
丁
目
）▽
岩
澤
清
子（
松

ケ
丘
２
丁
目
）〈
敬
称
略
〉

　

市
で
は
、
人
権
擁
護
委
員

に
よ
る
人
権
相
談
を
毎
週
月

曜
日
に
予
約
制
で
行
っ
て
い

ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

　

□問
 

秘
書
広
報
課
�
７
１
５

８
―
１
６
１
６

　確定申告期間中に 
臨時駐車場を開設　

　確定申告の時期は、市役所の庁舎前駐車場が大変混み合

うことから、臨時駐車場（図参照）を開設します。確定申
告等で駐車時間が長くなる方は、臨時駐車場を利用するよ

うご協力ください。

　▽開設期間＝２月１６日～３

月１５日（土・日曜を除く）▽開

設時間＝８時３０分～１７時２０分

　※開設時間以外は施錠しま

すのでご注意ください

　□問 管 財 課 �７１５０－

６０６９

市ホームページのバナー広告を募集　
　市では、ホームページに掲載するバナー広告を募
集しています。ことし４月１日からの掲載を希望す
る場合は、３月１０日までにお申し込みください。詳
細は問い合わせを。
　【市ホームページへの広告掲載応募要領】
　▽広告の規格＝天地６０ピクセル×左右１５０ピクセル
（画像はＧＩＦ８９A形式、容量４ＫＢ以内）▽掲載
料（月額）＝１枠２０,０００円▽掲載位置＝市が指定し
た場所▽申込書＝市ホームページからダウンロード
できます
　※ホームページのバナー広告や封筒類の広告など
は、市民の皆さんからいただいたご提言により実現
したものです
　□問 秘書広報課�７１５０－６０６３

県 内 初 の
地域職業相談室

２/１６～３/１５

流
山
駅
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江戸川台西ルート時刻表（２月２０日から）
１４便１３便１２便１１便１０便９便８便７便６便５便４便３便２便１便停　留　所
１３：３０１３：００１２：３０１２：００１１：３０１１：００１０：３０１０：００９：３０９：００８：３０８：１０７：３０７：００江戸川台駅西口（発）富

士
見
台
コ
ー
ス
（
左
回
り
）

１３：３１１３：０１１２：３１１２：０１１１：３１１１：０１１０：３１１０：０１９：３１９：０１８：３１８：１１７：３１７：０１北 部 公 民 館 入 口
１３：３３１３：０３１２：３３１２：０３１１：３３１１：０３１０：３３１０：０３９：３３９：０３８：３３８：１３７：３３７：０３愛宕ふれあいの森
１３：３４１３：０４１２：３４１２：０４１１：３４１１：０４１０：３４１０：０４９：３４９：０４８：３４８：１４７：３４７：０４流 山 北 高 校 前
１３：３４１３：０４１２：３４１２：０４１１：３４１１：０４１０：３４１０：０４９：３４９：０４８：３４８：１４７：３４７：０４ハートケア流山前
１３：３６１３：０６１２：３６１２：０６１１：３６１１：０６１０：３６１０：０６９：３６９：０６８：３６８：１６７：３６７：０６北 １ 号 公 園 前
１３：３７１３：０７１２：３７１２：０７１１：３７１１：０７１０：３７１０：０７９：３７９：０７８：３７８：１７７：３７７：０７富士見台郵便局前
１３：３８１３：０８１２：３８１２：０８１１：３８１１：０８１０：３８１０：０８９：３８９：０８８：３８８：１８７：３８７：０８富士見台１・２丁目
１３：３９１３：０９１２：３９１２：０９１１：３９１１：０９１０：３９１０：０９９：３９９：０９８：３９８：１９７：３９７：０９江戸川台１５号公園前
１３：４１１３：１１１２：４１１２：１１１１：４１１１：１１１０：４１１０：１１９：４１９：１１８：４１８：２１７：４１７：１１江戸川台西口商店街
１３：４６１３：１６１２：４６１２：１６１１：４６１１：１６１０：４６１０：１６９：４６９：１６８：４６８：２６７：４６７：１６江戸川台駅西口（着）

１３：２０１２：２０１１：２０１０：２０９：２０８：５０７：５５７：２０江戸川台駅西口（発）

美
原
コ
ー
ス

１３：２１１２：２１１１：２１１０：２１９：２１８：５１７：５６７：２１いずみ江戸川台店前
１３：２２１２：２２１１：２２１０：２２９：２２８：５２７：５７７：２２市営住宅原口団地入口
１３：２３１２：２３１１：２３１０：２３９：２３８：５３７：５８７：２３東 深 井 中 学 校 前
１３：２５１２：２５１１：２５１０：２５９：２５８：５５８：００７：２５市営住宅平方団地入口
１３：２５１２：２５１１：２５１０：２５９：２５８：５５８：００７：２５美 原 ３ 丁 目
１３：２６１２：２６１１：２６１０：２６９：２６８：５６８：０１７：２６北 消 防 署 前
１３：２７１２：２７１１：２７１０：２７９：２７８：５７８：０２７：２７北 部 公 民 館 入 口
１３：３０１２：３０１１：３０１０：３０９：３０９：００８：０５７：３０江戸川台駅西口（着）

※富士見台コースは、１４時江戸川台駅西口発の便から右回り（時計回り）に反転します

２９便２８便２７便２６便２５便２４便２３便２２便２１便２０便１９便１８便１７便１６便１５便停　留　所
２１：００２０：３０２０：００１９：３０１９：００１８：３０１８：００１７：３０１７：００１６：３０１６：００１５：３０１５：００１４：３０１４：００江戸川台駅西口（発）富

士
見
台
コ
ー
ス
（
右
回
り
）

２１：０１２０：３１２０：０１１９：３１１９：０１１８：３１１８：０１１７：３１１７：０１１６：３１１６：０１１５：３１１５：０１１４：３１１４：０１江戸川台西口商店街
２１：０２２０：３２２０：０２１９：３２１９：０２１８：３２１８：０２１７：３２１７：０２１６：３２１６：０２１５：３２１５：０２１４：３２１４：０２江戸川台１５号公園前
２１：０２２０：３２２０：０２１９：３２１９：０２１８：３２１８：０２１７：３２１７：０２１６：３２１６：０２１５：３２１５：０２１４：３２１４：０２富士見台１・２丁目
２１：０４２０：３４２０：０４１９：３４１９：０４１８：３４１８：０４１７：３４１７：０４１６：３４１６：０４１５：３４１５：０４１４：３４１４：０４富士見台郵便局前
２１：０５２０：３５２０：０５１９：３５１９：０５１８：３５１８：０５１７：３５１７：０５１６：３５１６：０５１５：３５１５：０５１４：３５１４：０５北 １ 号 公 園 前
２１：０７２０：３７２０：０７１９：３７１９：０７１８：３７１８：０７１７：３７１７：０７１６：３７１６：０７１５：３７１５：０７１４：３７１４：０７ハートケア流山前
２１：０７２０：３７２０：０７１９：３７１９：０７１８：３７１８：０７１７：３７１７：０７１６：３７１６：０７１５：３７１５：０７１４：３７１４：０７流 山 北 高 校 前
２１：０９２０：３９２０：０９１９：３９１９：０９１８：３９１８：０９１７：３９１７：０９１６：３９１６：０９１５：３９１５：０９１４：３９１４：０９愛宕ふれあいの森
２１：１２２０：４２２０：１２１９：４２１９：１２１８：４２１８：１２１７：４２１７：１２１６：４２１６：１２１５：４２１５：１２１４：４２１４：１２北 部 公 民 館 入 口
２１：１５２０：４６２０：１６１９：４６１９：１６１８：４６１８：１６１７：４６１７：１６１６：４６１６：１６１５：４６１５：１６１４：４６１４：１６江戸川台駅西口（着）

２０：２０１９：２０１８：２０１７：２０１６：２０１５：２０１４：２０江戸川台駅西口（発）

美
原
コ
ー
ス

２０：２１１９：２１１８：２１１７：２１１６：２１１５：２１１４：２１いずみ江戸川台店前
２０：２２１９：２２１８：２２１７：２２１６：２２１５：２２１４：２２市営住宅原口団地入口
２０：２３１９：２３１８：２３１７：２３１６：２３１５：２３１４：２３東 深 井 中 学 校 前
２０：２５１９：２５１８：２５１７：２５１６：２５１５：２５１４：２５市営住宅平方団地入口
２０：２５１９：２５１８：２５１７：２５１６：２５１５：２５１４：２５美 原 ３ 丁 目
２０：２６１９：２６１８：２６１７：２６１６：２６１５：２６１４：２６北 消 防 署 前
２０：２７１９：２７１８：２７１７：２７１６：２７１５：２７１４：２７北 部 公 民 館 入 口
２０：３０１９：３０１８：３０１７：３０１６：３０１５：３０１４：３０江戸川台駅西口（着）
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市
タ
ウ
ン
バ
ス「
ぐ
り
ー
ん
バ
ス
」が
、
昨
年　

月　

日

１１

２１

か
ら
江
戸
川
台
東
ル
ー
ト
、
江
戸
川
台
西
ル
ー
ト
、
松
ケ

丘
ル
ー
ト
の
３
ル
ー
ト
で
運
行
を
開
始
し
て
、
間
も
な
く

３
カ
月
と
な
り
ま
す
。こ
れ
ま
で
に
、延
べ
約
３
万
人
の
方

々
に
利
用
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
利
用
者
の
皆
さ
ん
か
ら

は
、
便
利
に
な
っ
た
と
い
う
声
を
は
じ
め
、
さ
ま
ざ
ま
な

ご
意
見
・
ご
要
望
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
寄
せ
ら
れ
た

ご
意
見
や
、こ
れ
ま
で
の
利
用
状
況
な
ど
を
も
と
に
、よ
り

一
層
の
利
用
を
促
進
す
る
た
め
、
今
月　

日
か
ら
江
戸
川

２０

台
西
ル
ー
ト
の
ダ
イ
ヤ
改
正
を
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

運運運運運運運運運運
行行行行行行行行行行
開開開開開開開開開開
始始始始始始始始始始
かかかかかかかかかか
らららららららららら
３３３３３３３３３３
カカカカカカカカカカ
月月月月月月月月月月

運
行
開
始
か
ら
３
カ
月

通
勤
・
通
学　

　

買
い
物
な
ど

�

３
万
人
が
利
用

ぐりーんバス
　

こ
れ
ま
で
に
利
用
者
の
方

々
を
は
じ
め
、
た
く
さ
ん
の

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
、「
ぐ
り

ー
ん
バ
ス
」
に
つ
い
て
電
話

や
メ
ー
ル
な
ど
で
さ
ま
ざ
ま

な
ご
意
見
・
ご
要
望
を
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

　

「
駅
に
行
く
の
に
便
利
に

な
っ
た
」、「
パ
ン
プ
ス
を
履

い
て
、
お
し
ゃ
れ
し
て
出
掛

け
ら
れ
る
」、「
バ
ス
の
カ
ラ

ー
が
目
立
っ
て
良
い
」、「
雨

の
日
な
ど
大
変
便
利
」な
ど
、

ぐ
り
ー
ん
バ
ス
導
入
を
歓
迎

す
る
方
々
の
声
。
そ
の
一
方

で
、「
も
っ
と
本
数
を
増
や
し

て
」、「
他
の
地
区
に
も
導
入

を
」
な
ど
の
ご
要
望
も
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
市
で
は
、
こ
れ
ら

の
利
用
者
か
ら
の
ご
意
見
・

ご
要
望
や
利
用
状
況
を
参
考

に
、
バ
ス
事
業
者
と
も
協
議

し
な
が
ら
、
よ
り
利
用
し
や

す
く
親
し
み
の
持
て
る
バ
ス

と
な
る
よ
う
改
善
を
図
っ
て

い
き
ま
す
。

　

ぐ
り
ー
ん
バ
ス
は
、
市
民

の
皆
さ
ん
の
身
近
な
足
と
し

て
大
勢
の
方
に
愛
さ
れ
親
し

ま
れ
る
こ
と
で
成
り
立
つ
バ

ス
で
す
。
通
勤
や
通
学
、
買

い
物
な
ど
、
お
出
掛
け
の
と

き
は
、
ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

�
　

ぐ
り
ー
ん
バ
ス
の
乗
車
運

賃
は
、
基
本
的
に
大
人
１
５

バ
ス
共
通
カ
ー
ド
も

利
用
で
き
ま
す

０
円
、
子
ど
も　

円
で
す
。

80

　

こ
の
運
賃
の
支
払
い
に
は
、

現
金
の
ほ
か
、
バ
ス
共
通
カ

ー
ド
も
利
用
で
き
ま
す
。
５

千
円
の
カ
ー
ド
で
は
、
５
８

５
０
円
分
の
利
用
が
で
き
て

大
変
お
得
で
す
。
こ
の
カ
ー

ド
は
、
ぐ
り
ー
ん
バ
ス
の
車

内
で
も
販
売
し
て
い
ま
す
の

で
ご
利
用
を
。

　

こ
れ
ま
で
の
利
用
状
況
な

ど
を
考
慮
し
、
２
月　

日
�

２０

か
ら
江
戸
川
台
西
ル
ー
ト
の

����������������������������������
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����������������������������������
����������������������������������
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����������������������������������

江戸川台西ルート江戸川台西ルート

２月20日から２月20日から　　
ダイヤ改正　　ダイヤ改正

運
行
本
数
の
見
直
し
を
行
い

ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
富
士
見

台
コ
ー
ス
で
は
、
１
日
の
運

行
本
数
が　

便
に
、
美
原
コ

２９

ー
ス
で
は
同
じ
く　

便
に
ダ

１５

イ
ヤ
改
正
し
ま
す
。
詳
し
く

は
、
別
表
の
時
刻
表
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

�
　

ぐ
り
ー
ん
バ
ス
車
内
に
は

沿
線
の
学
校
、
自
治
会
等
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
情
報
を
無
料

で
提
供
す
る
ス
ペ
ー
ス
が
設

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
情
報
・
広

告
ス
ペ
ー
ス
の
ご
利
用
を

け
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

地
元
企
業
等
の
有
料
広
告
ス

ペ
ー
ス
も
用
意
し
て
い
ま
す
。

　

利
用
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

各
バ
ス
事
業
者
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。「
江
戸
川
台

東
ル
ー
ト
」、「
松
ケ
丘
ル
ー

ト
」は
、東
武
バ
ス
イ
ー
ス
ト

㈱（
�
７
１
４
４
―
５
０
１
１
）

へ
。「
江
戸
川
台
西
ル
ー
ト
」

は
、京
成
バ
ス
㈱（
�
０
４
７

―
３
６
２
―
１
２
５
６
）へ
。

□問
 

都
市
計
画
課
�
７

１
５
０
―
６
０
８
７

　

江
戸
川
台
駅
東
口
に
到
着
し
た
ぐ
り
ー
ん
バ
ス

夜の９時まで運行うれしいです
荒崎京子さん（東深井在住）

　普段は駅まで自転車を利用していますが、雨の日など天候

の悪いときにはこのバスを使っ

ています。荷物の多いときなど

も便利ですね。朝早くから、夜

も９時まで運行しているので通

勤にも利用できます。乗車料金

も１５０円と手頃ですが、毎日利用

するには定期券があるといいで

すね。

江戸川台駅　　
　　～東京駅間�  の高速バス
２月２８日を最後に運行廃止　

　東武バスイースト㈱とジェイアールバス

関東㈱の運行する「江戸川台駅～東京駅」

間の常磐道高速バスが、２月２８日を最後に

廃止されることとなりました。

　平成１３年７月より運行を開始し、長らく

親しまれてまいりましたが利用客の減少に

よりやむなく廃止となるものです。

　□問 東武バスイースト㈱�７１４４－

５０１１／ジェイアールバス関東㈱�０３

－３５１６－１９５０

安全運転です、皆さんのご利用を
ぐりーんバス　清水運転手

　朝夕の通勤・通学に利用される方が多いですね。きょうは

足元が悪いためか、朝の便には

１便３０～４０人位の方が乗車され

ました。高齢の方にも「出掛け

るのが楽しくなった」と好評で

す。わたしたちぐりーんバスの

運転手は、常に安全運転を心掛

けています。皆さんのご利用を

お待ちしています。
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２
月
１
日
、
流
山
市
国
民

健
康
保
険
運
営
協
議
会
の
山

�
秀
雄
会
長
と
松
本
ユ
ミ
会

長
代
行
か
ら
井
崎
市
長
に 

「
流
山
市
国
民
健
康
保
険
事

業
の
健
全
運
営
に
つ
い
て
」

と
題
し
た
答
申
書
が
手
渡
さ

れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
昨
年

　

月
、
同
協
議
会
に
市
長
か

１０ら
諮
問
が
あ
っ
た
も
の
で
、

協
議
会
で
慎
重
に
調
査
や
議

論
を
重
ね
今
回
の
答
申
と
な

っ
た
も
の
で
す
。

　

手
渡
さ
れ
た
答
申
は
、
保

健
事
業
の
見
直
し
に
つ
い
て

と
、
保
険
料
率
の
見
直
し
に

つ
い
て
の
２
項
目
か
ら
な
っ

て
い
ま
す
。

　

保
健
事
業
の
見
直
し
に
つ

い
て
は
、
市
の
国
民
健
康
保

険
財
政
は
厳
し
く
、
ま
た
、

国
に
お
い
て
、
医
療
保
険
制

度
改
革
に
関
す
る
基
本
方
針

を
閣
議
決
定
し
、「
給
付
の
平

等
、
負
担
の
公
平
を
図
り
、

医
療
制
度
の
一
元
化
を
目
指

す
」
と
の
基
本
方
針
を
踏
ま

え
、
平
成　

年　

月
１
日
に

１７

１２

「
医
療
制
度
改
革
大
綱
」
が

決
定
さ
れ
た
も
の
の
、
国
民

健
康
保
険
を
取
り
巻
く
環
境

は
年
々
厳
し
く
な
っ
て
い
る

中
で
、
新
た
な
事
業
は
採
用

す
べ
き
で
な
い
と
考
え
る
│

と
し
た
上
で
、具
体
的
に
は
、

「
平
成　

年
度
の
流
山
市
国

１８

民
健
康
保
険
事
業
計
画
に
基

づ
い
た
保
健
事
業
の
積
極
的

な
推
進
を
図
ら
れ
た
い
」
と

記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
具
体
的
な
内
容
と
し

て
は
、「
特
に
、
近
年
、
脳
血

管
疾
患
、
糖
尿
病
な
ど
の
生

活
習
慣
病
が
疾
病
全
体
の
多

く
を
占
め
、
そ
れ
が
医
療
費

増
大
の
大
き
な
要
因
の
一
つ

と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

食
生
活
や
生
活
習
慣
病
予
防

に
つ
い
て
の
知
識
普
及
に
努

め
ら
れ
た
い
。
な
お
、
各
関

係
部
門
と
の
連
携
強
化
は
も

と
よ
り
、
健
康
の
増
進
や
病

気
に
な
る
こ
と
を
未
然
に
防

ぐ
生
活
習
慣
病
対
策
等
の
充

実
を
図
る
見
地
か
ら
、
協
議

す
る
場
の
設
置
の
検
討
を
お

願
い
し
た
い
」
と
し
て
い
ま

す
。

　

一
方
、
市
国
民
健
康
保
険

料
率
の
見
直
し
に
つ
い
て
は
、

「
改
定
は
、
被
保
険
者
の
負

担
を
一
層
大
き
く
す
る
こ
と

と
な
り
納
付
に
も
少
な
か
ら

ず
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
と
考

え
る
」
と
し
て
い
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
制
度
の
構

造
的
な
問
題
を
抱
え
て
い
る

こ
と
は
理
解
す
る
が
、
市
国

民
健
康
保
険
財
政
調
整
積
立

基
金
が
皆
無
と
な
る
こ
と
、

ま
た
、
市
国
民
健
康
保
険
事

業
の
健
全
な
運
営
を
確
保
す

る
た
め
に
は
、
特
に
低
所
得

者
に
配
慮
し
つ
つ
、「
一
般
会

計
か
ら
の
制
度
外
特
別
事
情

分
と
し
て
３
億
円
の
繰
り
入

れ
を
し
た
上
で
、
医
療
分
は

被
保
険
者
均
等
割
お
よ
び
世

帯
別
平
等
割
を
据
え
置
き
、

所
得
割
１
０
０
分
の
８
・
６

か
ら
１
０
０
分
の
９
・
１
、

ま
た
、
介
護
分
は
所
得
割
１

０
０
分
の
１
・
３
か
ら
１
０

０
分
の
１
・
４
、
被
保
険
者

均
等
割
１
万
２
０
０
０
円
か

ら
１
万
２
６
０
０
円
と
す
る

引
き
上
げ
は
や
む
を
得
な
い

も
の
と
考
え
る
」
と
数
値
を

明
記
し
て
い
ま
す
。
な
お
、

答
申
で
は
、
納
付
義
務
者
の

利
便
性
を
図
る
観
点
か
ら
、

「
現
在
の
納
付
回
数
８
回
を

　

回
と
す
る
よ
う
検
討
を
お

１０願
い
し
た
い
」
と
納
付
の
分

割
を
求
め
て
い
ま
す
。

　

井
崎
市
長
は
「
こ
れ
か
ら

も
引
き
続
き
国
に
財
政
支
援

や
制
度
改
正
を
働
き
か
け
て

い
き
た
い
」
と
山
�
会
長
か

ら
答
申
書
を
受
け
て
い
ま
し

た
。

　

□問
 

国
保
年
金
課
�
７
１
５

０
―
６
０
７
７

　

昭
和　

年
４
月
の
オ
ー
プ
ン
以
来
、
青
少
年
を
中
心

５８

に
親
し
ま
れ
て
き
た
「
千
葉
県
立
流
山
青
年
の
家
」
が
、

昨
年
４
月
、
本
市
に
移
譲
さ
れ
ま
し
た
。
市
で
は
、
市

民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
ご
意
見
や
ご
提
言
を
い
た
だ
き
な

が
ら
整
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
今
春
、「
流
山

市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
」
と
し
て
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー

プ
ン
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
今
回
は
そ
の
概
要
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー

�

４
月
オ
ー
プ
ン

ホ
ー
ル
や
ギ
ャ
ラ
リ
ー
、体
育
館
な
ど

　

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
は
、

１
万
４
０
８
０
平
方
メ
ー
ト

ル
の
敷
地
に
鉄
筋
コ
ン
ク
リ

ー
ト
造
４
階
建
て
、
延
べ
床

面
積
５
８
３
２
・　

平
方
メ

85

ー
ト
ル
の
建
物
を
は
じ
め
芝

生
広
場
な
ど
が
あ
り
、
Ｔ
Ｘ

流
山
セ
ン
ト
ラ
ル
パ
ー
ク
駅

か
ら
徒
歩
約
３
分
と
い
う
ア

ク
セ
ス
の
よ
い
施
設
で
す
。

　

３
０
２
席
の
ホ
ー
ル
と
ス

タ
ジ
オ
や
音
楽
室
を
中
心
と

し
た
Ａ
館
を
は
じ
め
、
展
示

コ
ー
ナ
ー
や
軽
食
喫
茶
、
事

務
所
な
ど
が
あ
る
Ｂ
館
、そ
し

て
大
・
中
・
小
の
会
議
室
や

ギ
ャ
ラ
リ
ー
、
市
民
活
動
推

進
セ
ン
タ
ー
や
青
少
年
指
導

セ
ン
タ
ー
、青
少
年
相
談
室
、

教
育
研
究
企
画
室
・
教
育
相

談
室
な
ど
を
備
え
た
Ｃ
館
か

ら
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
体

育
館
は
、
半
面
床
張
り
に
な

っ
て
お
り
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
や

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
剣
道
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
ス
ポ
ー
ツ
を
お

楽
し
み
い
た
だ
け
ま
す
。
残

り
半
面
は
柔
道
場
と
し
て
使

用
で
き
る
よ
う
に
畳
が
敷
か

れ
て
い
ま
す
（
施
設
案
内
図

は
４
面
に
掲
載
）。

お
気
軽
に
ご
利
用
を

�

流
山
セ
ン
ト
ラ
ル
パ
ー
ク
駅
か
ら
３
分

　

市
教
育
委
員
会
で
は
、
４

月　

日
�
、
生
涯
学
習
セ
ン

１５
タ
ー
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ

ン
ト
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
市
民
の

皆
さ
ん
を
対
象
に
施
設
紹
介

も
兼
ね
た
も
の
で
、
詳
細
が

決
ま
り
次
第
、
広
報
な
が
れ

や
ま
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

ま
た
、
同
施
設
の
予
約
受

け
付
け
は
４
月
７
日
�
か
ら

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
窓
口
で

行
い
、　

日
�
か
ら
ご
利
用

１６

い
た
だ
け
ま
す
。

　

施
設
予
約
方
法
や
使
用
料

金
な
ど
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
も
ご

紹
介
し
て
い

ま
す
が
、
生

涯
学
習
課
に

お
気
軽
に
お

問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
生

涯
学
習
セ
ン

タ
ー
は
、
Ｔ

Ｘ
流
山
セ
ン

ト
ラ
ル
パ
ー

ク
駅
か
ら
徒

歩
約
３
分
の

と
こ
ろ
に
あ

り
ま
す
の
で
、

環
境
や
健
康
な
ど
の
た
め
に

も
鉄
道
や
バ
ス
な
ど
公
共
交

通
機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

□問
 

生
涯
学
習
課
�
７
１
５

０
―
６
１
０
６

　手前が体育館、奥右側からＡ館・Ｂ館・Ｃ館

　

新
た
に
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
と
し
て
生
ま
れ
変
わ

る
施
設
と
旧
青

年
の
家
と
大
き

く
異
な
る
点 

は
、
従
来
は
そ

の
名
の
と
お
り

利
用
対
象
が
青

年
を
中
心
と
し

て
い
ま
し
た
が
、

生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
は
お
子
さ

ん
か
ら
お
年
寄

り
ま
で
皆
さ
ん

で
お
使
い
い
た
だ
け
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
宿
泊
施

設
が
な
く
な
り
、
そ
の
部

分
を
会
議
室
な
ど
と
し
て

利
用
し
ま
す
。

ま
た
、
食
堂
・

厨
房
と
し
て
利

用
し
て
い
た
１

階
部
分
を
ギ
ャ

ラ
リ
ー
と
し
て

使
用
し
ま
す
。

管
理
運
営
は
、

指
定
管
理
者
制

度
に
よ
り
民
間

事
業
者
に
な 

り
、休
館
日
は
、

年
末
年
始
と
毎
月
第
３
水

曜
日
だ
け
と
な
り
ま
す
。

国
保

運
営
�

協
議
会
か
ら
答
申

保
険
料
率
な
ど
に
も
言
及

休館日は月１回
運営に民間の力

健康の増進や
病気の予防を

　答申書を手渡す山�会長ら

至野田�
至つくば�

バス停体育館前�

バス停�

宮園団地�
JR武蔵野線�

豊
四
季
駅�

東
武
野
田
線�

八
木
中�

生涯学習�
　センター�

流
山
市
役
所�

総
合
運�

動
公
園�

つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス

つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス�

つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス�

流
山
駅�平

和
台
駅�

流山セントラルパーク駅�

至馬橋�

南流山駅�

県道柏―流山線�

県
道
松
戸
―
野
田
線�

至秋葉原�

至
柏
西
口�

至
野
田
市�

至松戸至松戸�至松戸�

総
武
流
山
電

鉄
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　２月５日、市野谷の森ではＮＰＯさとやま（恵良好敏理事長）による下草刈りと巣箱かけが行われ、
約２０人の市民が森の手入れに汗を流しました。
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各
種
活
動
の
拠
点
に

各
種
活
動
の
拠
点
に

市
民
と
行
政
と
の
協
働
を
促
進

　
　

市
民
と
行
政
と
の
協
働
を
促
進

　

協
働
っ
て
何
？

　

昨
年
８
月
、
市
で
は
「
市
民
と
行
政
の
協
働
の
ま
ち

づ
く
り
の
た
め
の
指
針
」
を
作
成
し
ま
し
た
。
こ
の
指

針
は
、
公
募
で
参
加
さ
れ
た
「
な
が
れ
や
ま　

パ
ー
ト

２１

ナ
ー
シ
ッ
プ
市
民
会
議
」
の
皆
さ
ん
が
議
論
さ
れ
、
ま

と
め
ら
れ
た
「
提
言
書
」
の
内
容
を
尊
重
し
て
作
成
し

ま
し
た
。
こ
う
し
た
提
言
や
指
針
に
沿
っ
て
、
今
春
４

月
に
オ
ー
プ
ン
す
る
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
３
階
に
「
市

民
活
動
推
進
セ
ン
タ
ー
」
を
設
置
し
ま
す
。
今
回
は
、

市
民
と
行
政
の
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の
拠
点
と
な
る
同

セ
ン
タ
ー
の
概
要
な
ど
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

指
針
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の
形
態

度
や
仕
組
み
づ
く
り
な
ど
、

目
指
す
べ
き
方
向
性
が　

項
１０

開
コ
ー
ナ
ー
や
中
央
図
書

館
、
森
の
図
書
館
を
は
じ
め

セ
ン
タ
ー
は
本
市
を
拠
点 

に
、
自
発
的
に
公
益
的
な
市

民
活
動
を
行
っ
て
い
る
か
、

こ
れ
か
ら
活
動
し
よ
う
と
し

て
い
る
団
体
や
そ
う
し
た
仲

間
を
探
し
て
い
る
個
人
の
方

が
利
用
で
き
ま
す
。

　

会
議
室
は
、
他
の
施
設
な

ど
と
利
用
目
的
が
異
な
り
ま

必
要
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、

土
・
日
曜
日
や
祝
日
の
ご
利

用
も
事
前
に
ご
予
約
い
た
だ

け
れ
ば
午
前
９
時
か
ら
午
後

５
時
ま
で
利
用
が
可
能
で
す
。

　

市
民
活
動
推
進
セ
ン
タ
ー

で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
活

動
を
応
援
す
る
た
め
、
こ
れ

ま
で
の
公
共
施
設
に
は
な
か

っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
が
あ

り
ま
す
。

　

た
と
え
ば
、
市
民
活
動
に

は
さ
ま
ざ
ま
な
道
具
な
ど
が

必
要
な
場
合
も
あ
り
ま
す
が
、

貸
し
ロ
ッ
カ
ー
な
ど
も
利
用

で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
会
議
な
ど
の
資
料

ら
有
償
運
送
許
可
を
受
け
、

１
月
か
ら
障
害
を
お
持
ち
の

方
々
の
送
迎
を
始
め
ま
し
た

＝
写
真
。
こ
の
事
業
は
、
市

が
内
閣
府
に
、
い
わ
ゆ
る

「
白
ナ
ン
バ
ー
」
で
も
有
償

送
迎
が
可
能
に
な
る
よ
う

「
流
山
福
祉
輸
送
セ
ダ
ン
特

区
」を
申
請
し
て
い
た
も
の
。

昨
年
３
月
、
井
崎
市
長
が
首

相
官
邸
で
小
泉
首
相
か
ら
認

定
書
を
受
け
、
運
営
協
議
会

を
設
け
具
体
的
な
運
営
方
法

な
ど
を
審
議
、
実
現
に
向
け

て
の
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い

ま
し
た
。

�
　

流
山
ユ
ー
・
ア
イ
ネ
ッ
ト

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
流
山
ユ
ー
・

ア
イ
ネ
ッ
ト
（
米
山
孝
平
代

表
）
で
は
、
関
東
運
輸
局
か

������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������

セ
ダ
ン
特
区

セ
ダ
ン
特
区　
　

ス
タ
ー
ト

　
　
　

ス
タ
ー
ト

（　）　　５ 第１１０８号

介
さ
れ
ま
し
た
。
防
犯
灯
の

蛍
光
灯
交
換
や
公
園
の
草
刈

り
、
灯
油
の
グ
ル
ー
プ
購
入

の
お
手
伝
い
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
仕
事
を
請
け
負
っ
て
い
ま

す
。
委
託
料
を
貯
金
し
て
３

年
に
１
度
く
ら
い
皆
で
旅
行

に
行
く
の
が
会
員
の
楽
し
み

で
す
。
常
磐
自
動
車
道
の
住

民
運
動
を
き
っ
か
け
に
生
ま

れ
た
地
域
の
集
ま
り
を
、
疎

遠
に
し
て
は
も
っ
た
い
な
い

と
、
集
ま
る
た
め
の
「
場
」

と
し
て
発
足
し　

年
。
自
治

１９

会
と
連
携
し
て
ま
ち
づ
く
り

を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　毎年、文化会館で行われる「まちネットまつり」
ではさまざまな団体の情報交換も盛ん

市民活動推
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協
働
ま
ち
づ
く
り
…
聞
き

慣
れ
な
い
言
葉
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
協
働
と
は
、「
共

同
」
と
は
異
な
り
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
、事
業
者
、

行
政
と
い
う
異
な
っ
た
３
つ

の
部
門
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特

性
と
立
場
を
お
互
い
に
理
解

・
尊
重
し
、
共
有
す
る
地
域

社
会
の
将
来
像
の
実
現
に
向

か
っ
て
、
連
携
協
力
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
相
乗
効
果
が

高
ま
り
、
単
独
で
は
で
き
な

か
っ
た「
行
動（
公
共
サ
ー
ビ

ス
）」
を
実
現
す
る
こ
と
で

す
。

や
期
待
さ
れ
る
効
果
、
協
働

の
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
の
制

目
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
指
針
は
、
市
情
報
公

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧

い
た
だ
け
ま
す
。

団
体
相
互
の
交
流
を

ロ
ッ
カ
ー
や
印
刷
機
な
ど
の
利
用
も

　

市
民
の
皆
さ
ん
と
行
政
と

の
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の
新

拠
点
と
な
る
、
市
民
活
動
推

進
セ
ン
タ
ー
は
、
ど
の
よ
う

に
お
使
い
い
た
だ
け
る
の
で

し
ょ
う
か
。
具
体
的
に
み
て

み
る
こ
と
に
し
ま
す
。

　

い
ろ
い
ろ
な
分
野
の
団
体

間
の
情
報
交
換
や
市
民
個
人

が
公
益
的
な
市
民
活
動
へ
参

加
す
る
機
会
の
き
っ
か
け
に

な
る
よ
う
、
市
民
活
動
推
進

す
の
で
、
地
域
社
会
で
生
ま

れ
る
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
や
問

題
の
解
決
に
向
け
た
公
益
活

動
の
た
め
の
打
ち
合
わ
せ
な

ど
に
ご
利
用
い
た
だ
く
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

休
み
は
、
第
３
水
曜
日
、

祝
日
、
土
・
日
曜
日
、
年
末

年
始
で
す
。
利
用
時
間
は
午

前
９
時
か
ら
午
後
９
時
ま
で

で
す
。
た
だ
し
、
会
議
室
や

作
業
室
に
つ
い
て
は
午
後
５

時
か
ら
午
後
９
時
ま
で
利
用

す
る
場
合
は
事
前
に
予
約
が

づ
く
り
に
作
業
室
で
は
コ
ピ

ー
機
や
印
刷
機
も
有
料
で
貸

し
出
し
ま
す
。
そ
し
て
、
他

団
体
と
の
交
流
や
少
人
数
で

の
打
ち
合
わ
せ
、
情
報
交
換

な
ど
に
ご
利
用
い
た
だ
け
る

無
料
の
交
流
サ
ロ
ン
な
ど
も

設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

詳
細
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

課
に
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

　

□問
 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
課
�
７

１
５
０
―
６
０
７
６

豊
か
さ
を
提
供
で
き
る
喜
び
を

ま
ち
ネ
ッ
ト

流
山
理
事
長

�

　
伊
勢　

良
一
さ　
　

ん�　

　

ま
ち
ネ
ッ
ト
流
山
は
、
市

民
活
動
や
市
民
団
体
を
さ
ま

ざ
ま
な
形
で
サ
ポ
ー
ト
し
て

い
ま
す
。

　

私
た
ち
の
住
む
町
は
、
行

政
の
も
の
で
は
な
く
自
分
た

ち
の
も
の
。
私
た
ち
は
、
ま

ち
づ
く
り
の
主
役
な
の
で
す
。

　

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
事
に

よ
り
豊
か
さ
を
感
じ
る
だ
け

で
は
な
く
、
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
す
る
充
実
感
に
よ
っ
て
得

ら
れ
る
豊
か
さ
が
あ
り
ま
す
。

　

堅
苦
し
く
考
え
ず
に
、
そ

こ
に
あ
る
小
さ
な
こ
と
か
ら

始
め
た
ら
い
い
と
思
い
ま
す
。

ぜ
ひ
一
緒
に
始
め
ま
し
ょ
う
。

　

市
民
活
動
推
進
セ
ン
タ
ー

で
お
会
い
す
る
日
を
楽
し
み

に
し
て
い
ま
す
。

現
役
時
代
か
ら
定
年
後
へ
の
助
走

辰
巳　

哲
さ　
　

ん�　　

　

高
齢
化
が
進
む
中
で
、
買

い
物
で
か
さ
ば
っ
て
困
る
と

い
う
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー

の
宅
配
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た

初
石
タ
ウ
ン
サ
ー
ビ
ス
。

　

昭
和　

年
、
ま
だ
現
役
だ

６２

っ
た
た
め
日
曜
日
だ
け
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
を
始 

め
、
当
時
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
特
集
で 

「
定
年
後
へ
の
助
走
」
と
紹

井
崎
市
長
の　
 

　

メ
ッ
セ
ー
ジ

　

本
年
４
月
に
、
流
山
セ
ン

ト
ラ
ル
パ
ー
ク
駅
前
の
生
涯

学
習
セ
ン
タ
ー
３
階
に
、
流

山
市
民
活
動
推
進
セ
ン
タ
ー

が
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

　

市
民
活
動
推
進
セ
ン
タ
ー

は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
市
民
団
体
の

さ
ま
ざ
ま
な
市
民
活
動
を
応

援
す
る
場
で
、
新
た
に
市
民

活
動
に
参
加
し
た
い
方
、
参

加
者
を
募
る
団
体
、
公
益
活

動
や
コ
ミ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス

を
立
ち
上
げ
た
い
方
々
な
ど

を
支
援
す
る
場
で
す
。
具
体

的
に
は
、
市
民
活
動
の
情
報

の
収
集
・
発
信
、市
民
活
動
の

相
談
や
研
修
、
団
体
と
行
政

間
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
機
能

な
ど
を
提
供
す
る
予
定
で
す
。

　

今
、
市
民
の
課
題
に
対
す

る
行
政
需
要
を
一
手
に
担
い

肥
大
化
し
た
自
治
体
運
営
か

ら
、
小
さ
な
政
府
を
目
指
し

た
運
営
へ
の
転
換
が
始
ま
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
ま

で
社
会
で
活
躍
さ
れ
て
き
た

市
民
が
退
職
さ
れ
、
週
末
市

民
か
ら
フ
ル
タ
イ
ム
市
民
と

な
ら
れ
る
方
々
が
増
大
し
て

い
ま
す
が
、
こ
う
し
た
市
民

の
知
識
や
技
術
、
そ
し
て
高

い
意
識
と
意
欲
を
地
域
で
活

か
し
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、

流
山
を
も
っ
と
快
適
で
住
み

や
す
い
街
に
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

す
で
に
、
多
様
な
市
民
的

な
課
題
に
対
し
、
改
善
･
解

決
す
る
た
め
の
活
動
を
展
開

さ
れ
て
い
る
方
々
が
市
内
各

地
に
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

市
で
は
こ
う
し
た
市
民
の
積

極
的
な
動
き
に
対
応
す
る
た

め
に
、　

年
度
か
ら
、
市
民

１８

に
よ
る
公
益
活
動
を
支
援
す

る
新
た
な
補
助
金
制
度
を
ス

タ
ー
ト
し
、
た
く
さ
ん
の
団

体
の
応
募
を
頂
き
、
現
在
選

考
中
で
す
。

　

子
ど
も
た
ち
の
安
全
確
保
、

健
康
づ
く
り
、
地
球
温
暖
化

防
止
な
ど
、
市
民
一
人
ひ
と

り
が
当
事
者
と
し
て
取
り
組

ま
な
い
限
り
解
決
で
き
な
い

課
題
が
数
多
く
存
在
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
ら
の
課
題
の
改

善
・
解
決
に
向
け
て
、
新
し

く
誕
生
す
る
市
民
活
動
の
拠

点
を
活
用
し
て
い
た
だ
き
、

一
緒
に
住
み
よ
い
流
山
を
築

い
て
ま
い
り
ま
し
ょ
う
。

　２月５日、森の図書館で行われた夢コンサートは、流山
市音楽家協会（熊坂牧子会長）が運営

が
行
わ
れ
、
約
３
０
０
人
の

家
族
連
れ
が
、
暖
か
い
陽
光

に
包
ま
れ
る
中
、
た
こ
あ
げ

を
楽
し
み
ま
し
た
＝
写
真
。

　

主
催
し
た
流
山
市
青
少
年

育
成
会
議
（
樫
村
あ
い
子
会

長
）
は
、
青
少
年
相
談
員
連

絡
協
議
会
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡
協

議
会
な
ど
子
ど
も
た
ち
の
育

成
活
動
を
展
開
し
て
い
る
団

体
や
機
関
に
よ
っ
て
構
成
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
日
は
、

井
崎
市
長
も
子
ど
も
た
ち
と

一
緒
に
た
こ
あ
げ
を
楽
し
ん

で
い
ま
し
た
。

�
　

流
山
市
青
少
年
育
成
会
議

　

１
月　

日
、
江
戸
川
河
川

１５

敷
で「
親
子
た
こ
あ
げ
大
会
」
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������
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������
������

親
子
で
た
こ

親
子
で
た
こ　
　

あ
げ

　

あ
げ
を
楽
し
む

を
楽
し
む

つ
り
な
ど
を
行
っ
た
流
山
歴

史
文
化
研
究
会
（
渡
辺
義
正

会
長
）
＝
写
真
。

　

商
工
団
体
や
博
物
館
な
ど

と
連
携
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
イ

ベ
ン
ト
を
通
し
郷
土
の
歴
史

や
文
化
を
見
直
す
活
動
を
展

開
し
て
い
ま
す
。

　

近
い
将
来
、
利
根
運
河
の

歴
史
を
紹
介
で
き
る
イ
ベ
ン

ト
な
ど
も
企
画
し
た
い
と
構

想
を
練
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

目
下
、
４
月
９
日
�
に
計

画
し
て
い
る
近
藤
勇
忌
の
準

備
に
追
わ
れ
て
い
ま
す
。

�
　
　

流
山
歴
史
文
化
研
究
会

　

昨
年　

月
に
は
新
選
組
ま

１０

つ
り
を
、　

月
に
は
一
茶
ま

１２
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新
選
組
ま
つ
り

新
選
組
ま
つ
り　

一
茶
ま
つ
り

　
　

一
茶
ま
つ
り

の
公
演
に
向
け
て
、
歌
や
踊

り
の
練
習
に
熱
が
入
っ
て
い

ま
す
＝
写
真
。

　

今
回
、
公
演
が
予
定
さ
れ

て
い
る
の
は
、
臓
器
移
植
を

テ
ー
マ
に
し
た
ミ
ュ
ー
ジ
カ

ル
「
生
命
の
贈
り
物
〜
伝
わ

る
こ
こ
ろ
・
つ
な
が
る
命
」。

こ
れ
ま
で
も
白
血
病
や
難
病

を
テ
ー
マ
に
公
演
し
て
き
ま

し
た
。
公
募
の
参
加
者
と
一

緒
に
練
習
の
か
た
わ
ら
流
山

市
産
業
博
や
流
山
総
合
病
院

通
所
リ
ハ
ビ
リ
セ
ン
タ
ー
な

ど
で
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
出
演

し
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

�
　
　

り
と
る
ね
ば
あ
ら
ん
ど

　

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
劇
団
「
り

と
る
ね
ば
あ
ら
ん
ど
」（
岩
佐

祥
一
主
宰
）
が
、
３
月　

日
２６
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������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������

臓
器
移
植
を
テ
ー
マ

臓
器
移
植
を
テ
ー
マ

に
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

に
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル　

初
石
タ
ウ
ン

サ
ー
ビ
ス

市
民
と
創
る
快
適
な
街

あ
な
た
が
主
役
で
す　

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
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平成1８年２月１５日（水曜日）　　　（　）４
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　２月５日、市野谷の森ではＮＰＯさとやま（恵良好敏理事長）による下草刈りと巣箱かけが行われ、
約２０人の市民が森の手入れに汗を流しました。

生涯学習センター　施設案内図�

４階�

倉�庫�

体育館�

男子�
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各
種
活
動
の
拠
点
に

各
種
活
動
の
拠
点
に

市
民
と
行
政
と
の
協
働
を
促
進

　
　

市
民
と
行
政
と
の
協
働
を
促
進

　

協
働
っ
て
何
？

　

昨
年
８
月
、
市
で
は
「
市
民
と
行
政
の
協
働
の
ま
ち

づ
く
り
の
た
め
の
指
針
」
を
作
成
し
ま
し
た
。
こ
の
指

針
は
、
公
募
で
参
加
さ
れ
た
「
な
が
れ
や
ま　

パ
ー
ト

２１

ナ
ー
シ
ッ
プ
市
民
会
議
」
の
皆
さ
ん
が
議
論
さ
れ
、
ま

と
め
ら
れ
た
「
提
言
書
」
の
内
容
を
尊
重
し
て
作
成
し

ま
し
た
。
こ
う
し
た
提
言
や
指
針
に
沿
っ
て
、
今
春
４

月
に
オ
ー
プ
ン
す
る
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
３
階
に
「
市

民
活
動
推
進
セ
ン
タ
ー
」
を
設
置
し
ま
す
。
今
回
は
、

市
民
と
行
政
の
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の
拠
点
と
な
る
同

セ
ン
タ
ー
の
概
要
な
ど
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

指
針
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の
形
態

度
や
仕
組
み
づ
く
り
な
ど
、

目
指
す
べ
き
方
向
性
が　

項
１０

開
コ
ー
ナ
ー
や
中
央
図
書

館
、
森
の
図
書
館
を
は
じ
め

セ
ン
タ
ー
は
本
市
を
拠
点 

に
、
自
発
的
に
公
益
的
な
市

民
活
動
を
行
っ
て
い
る
か
、

こ
れ
か
ら
活
動
し
よ
う
と
し

て
い
る
団
体
や
そ
う
し
た
仲

間
を
探
し
て
い
る
個
人
の
方

が
利
用
で
き
ま
す
。

　

会
議
室
は
、
他
の
施
設
な

ど
と
利
用
目
的
が
異
な
り
ま

必
要
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、

土
・
日
曜
日
や
祝
日
の
ご
利

用
も
事
前
に
ご
予
約
い
た
だ

け
れ
ば
午
前
９
時
か
ら
午
後

５
時
ま
で
利
用
が
可
能
で
す
。

　

市
民
活
動
推
進
セ
ン
タ
ー

で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
活

動
を
応
援
す
る
た
め
、
こ
れ

ま
で
の
公
共
施
設
に
は
な
か

っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
が
あ

り
ま
す
。

　

た
と
え
ば
、
市
民
活
動
に

は
さ
ま
ざ
ま
な
道
具
な
ど
が

必
要
な
場
合
も
あ
り
ま
す
が
、

貸
し
ロ
ッ
カ
ー
な
ど
も
利
用

で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
会
議
な
ど
の
資
料

ら
有
償
運
送
許
可
を
受
け
、

１
月
か
ら
障
害
を
お
持
ち
の

方
々
の
送
迎
を
始
め
ま
し
た

＝
写
真
。
こ
の
事
業
は
、
市

が
内
閣
府
に
、
い
わ
ゆ
る

「
白
ナ
ン
バ
ー
」
で
も
有
償

送
迎
が
可
能
に
な
る
よ
う

「
流
山
福
祉
輸
送
セ
ダ
ン
特

区
」を
申
請
し
て
い
た
も
の
。

昨
年
３
月
、
井
崎
市
長
が
首

相
官
邸
で
小
泉
首
相
か
ら
認

定
書
を
受
け
、
運
営
協
議
会

を
設
け
具
体
的
な
運
営
方
法

な
ど
を
審
議
、
実
現
に
向
け

て
の
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い

ま
し
た
。

�
　

流
山
ユ
ー
・
ア
イ
ネ
ッ
ト

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
流
山
ユ
ー
・

ア
イ
ネ
ッ
ト
（
米
山
孝
平
代

表
）
で
は
、
関
東
運
輸
局
か

������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������

セ
ダ
ン
特
区

セ
ダ
ン
特
区　
　

ス
タ
ー
ト

　
　
　

ス
タ
ー
ト

（　）　　５ 第１１０８号

介
さ
れ
ま
し
た
。
防
犯
灯
の

蛍
光
灯
交
換
や
公
園
の
草
刈

り
、
灯
油
の
グ
ル
ー
プ
購
入

の
お
手
伝
い
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
仕
事
を
請
け
負
っ
て
い
ま

す
。
委
託
料
を
貯
金
し
て
３

年
に
１
度
く
ら
い
皆
で
旅
行

に
行
く
の
が
会
員
の
楽
し
み

で
す
。
常
磐
自
動
車
道
の
住

民
運
動
を
き
っ
か
け
に
生
ま

れ
た
地
域
の
集
ま
り
を
、
疎

遠
に
し
て
は
も
っ
た
い
な
い

と
、
集
ま
る
た
め
の
「
場
」

と
し
て
発
足
し　

年
。
自
治

１９

会
と
連
携
し
て
ま
ち
づ
く
り

を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　毎年、文化会館で行われる「まちネットまつり」
ではさまざまな団体の情報交換も盛ん

市民活動推
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協
働
ま
ち
づ
く
り
…
聞
き

慣
れ
な
い
言
葉
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
協
働
と
は
、「
共

同
」
と
は
異
な
り
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
、事
業
者
、

行
政
と
い
う
異
な
っ
た
３
つ

の
部
門
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特

性
と
立
場
を
お
互
い
に
理
解

・
尊
重
し
、
共
有
す
る
地
域

社
会
の
将
来
像
の
実
現
に
向

か
っ
て
、
連
携
協
力
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
相
乗
効
果
が

高
ま
り
、
単
独
で
は
で
き
な

か
っ
た「
行
動（
公
共
サ
ー
ビ

ス
）」
を
実
現
す
る
こ
と
で

す
。

や
期
待
さ
れ
る
効
果
、
協
働

の
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
の
制

目
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
指
針
は
、
市
情
報
公

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧

い
た
だ
け
ま
す
。

団
体
相
互
の
交
流
を

ロ
ッ
カ
ー
や
印
刷
機
な
ど
の
利
用
も

　

市
民
の
皆
さ
ん
と
行
政
と

の
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の
新

拠
点
と
な
る
、
市
民
活
動
推

進
セ
ン
タ
ー
は
、
ど
の
よ
う

に
お
使
い
い
た
だ
け
る
の
で

し
ょ
う
か
。
具
体
的
に
み
て

み
る
こ
と
に
し
ま
す
。

　

い
ろ
い
ろ
な
分
野
の
団
体

間
の
情
報
交
換
や
市
民
個
人

が
公
益
的
な
市
民
活
動
へ
参

加
す
る
機
会
の
き
っ
か
け
に

な
る
よ
う
、
市
民
活
動
推
進

す
の
で
、
地
域
社
会
で
生
ま

れ
る
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
や
問

題
の
解
決
に
向
け
た
公
益
活

動
の
た
め
の
打
ち
合
わ
せ
な

ど
に
ご
利
用
い
た
だ
く
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

休
み
は
、
第
３
水
曜
日
、

祝
日
、
土
・
日
曜
日
、
年
末

年
始
で
す
。
利
用
時
間
は
午

前
９
時
か
ら
午
後
９
時
ま
で

で
す
。
た
だ
し
、
会
議
室
や

作
業
室
に
つ
い
て
は
午
後
５

時
か
ら
午
後
９
時
ま
で
利
用

す
る
場
合
は
事
前
に
予
約
が

づ
く
り
に
作
業
室
で
は
コ
ピ

ー
機
や
印
刷
機
も
有
料
で
貸

し
出
し
ま
す
。
そ
し
て
、
他

団
体
と
の
交
流
や
少
人
数
で

の
打
ち
合
わ
せ
、
情
報
交
換

な
ど
に
ご
利
用
い
た
だ
け
る

無
料
の
交
流
サ
ロ
ン
な
ど
も

設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

詳
細
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

課
に
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

　

□問
 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
課
�
７

１
５
０
―
６
０
７
６

豊
か
さ
を
提
供
で
き
る
喜
び
を

ま
ち
ネ
ッ
ト

流
山
理
事
長

�

　
伊
勢　

良
一
さ　
　

ん�　

　

ま
ち
ネ
ッ
ト
流
山
は
、
市

民
活
動
や
市
民
団
体
を
さ
ま

ざ
ま
な
形
で
サ
ポ
ー
ト
し
て

い
ま
す
。

　

私
た
ち
の
住
む
町
は
、
行

政
の
も
の
で
は
な
く
自
分
た

ち
の
も
の
。
私
た
ち
は
、
ま

ち
づ
く
り
の
主
役
な
の
で
す
。

　

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
事
に

よ
り
豊
か
さ
を
感
じ
る
だ
け

で
は
な
く
、
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
す
る
充
実
感
に
よ
っ
て
得

ら
れ
る
豊
か
さ
が
あ
り
ま
す
。

　

堅
苦
し
く
考
え
ず
に
、
そ

こ
に
あ
る
小
さ
な
こ
と
か
ら

始
め
た
ら
い
い
と
思
い
ま
す
。

ぜ
ひ
一
緒
に
始
め
ま
し
ょ
う
。

　

市
民
活
動
推
進
セ
ン
タ
ー

で
お
会
い
す
る
日
を
楽
し
み

に
し
て
い
ま
す
。

現
役
時
代
か
ら
定
年
後
へ
の
助
走

辰
巳　

哲
さ　
　

ん�　　

　

高
齢
化
が
進
む
中
で
、
買

い
物
で
か
さ
ば
っ
て
困
る
と

い
う
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー

の
宅
配
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た

初
石
タ
ウ
ン
サ
ー
ビ
ス
。

　

昭
和　

年
、
ま
だ
現
役
だ

６２

っ
た
た
め
日
曜
日
だ
け
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
を
始 

め
、
当
時
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
特
集
で 

「
定
年
後
へ
の
助
走
」
と
紹

井
崎
市
長
の　
 

　

メ
ッ
セ
ー
ジ

　

本
年
４
月
に
、
流
山
セ
ン

ト
ラ
ル
パ
ー
ク
駅
前
の
生
涯

学
習
セ
ン
タ
ー
３
階
に
、
流

山
市
民
活
動
推
進
セ
ン
タ
ー

が
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

　

市
民
活
動
推
進
セ
ン
タ
ー

は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
市
民
団
体
の

さ
ま
ざ
ま
な
市
民
活
動
を
応

援
す
る
場
で
、
新
た
に
市
民

活
動
に
参
加
し
た
い
方
、
参

加
者
を
募
る
団
体
、
公
益
活

動
や
コ
ミ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス

を
立
ち
上
げ
た
い
方
々
な
ど

を
支
援
す
る
場
で
す
。
具
体

的
に
は
、
市
民
活
動
の
情
報

の
収
集
・
発
信
、市
民
活
動
の

相
談
や
研
修
、
団
体
と
行
政

間
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
機
能

な
ど
を
提
供
す
る
予
定
で
す
。

　

今
、
市
民
の
課
題
に
対
す

る
行
政
需
要
を
一
手
に
担
い

肥
大
化
し
た
自
治
体
運
営
か

ら
、
小
さ
な
政
府
を
目
指
し

た
運
営
へ
の
転
換
が
始
ま
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
ま

で
社
会
で
活
躍
さ
れ
て
き
た

市
民
が
退
職
さ
れ
、
週
末
市

民
か
ら
フ
ル
タ
イ
ム
市
民
と

な
ら
れ
る
方
々
が
増
大
し
て

い
ま
す
が
、
こ
う
し
た
市
民

の
知
識
や
技
術
、
そ
し
て
高

い
意
識
と
意
欲
を
地
域
で
活

か
し
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、

流
山
を
も
っ
と
快
適
で
住
み

や
す
い
街
に
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

す
で
に
、
多
様
な
市
民
的

な
課
題
に
対
し
、
改
善
･
解

決
す
る
た
め
の
活
動
を
展
開

さ
れ
て
い
る
方
々
が
市
内
各

地
に
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

市
で
は
こ
う
し
た
市
民
の
積

極
的
な
動
き
に
対
応
す
る
た

め
に
、　

年
度
か
ら
、
市
民

１８

に
よ
る
公
益
活
動
を
支
援
す

る
新
た
な
補
助
金
制
度
を
ス

タ
ー
ト
し
、
た
く
さ
ん
の
団

体
の
応
募
を
頂
き
、
現
在
選

考
中
で
す
。

　

子
ど
も
た
ち
の
安
全
確
保
、

健
康
づ
く
り
、
地
球
温
暖
化

防
止
な
ど
、
市
民
一
人
ひ
と

り
が
当
事
者
と
し
て
取
り
組

ま
な
い
限
り
解
決
で
き
な
い

課
題
が
数
多
く
存
在
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
ら
の
課
題
の
改

善
・
解
決
に
向
け
て
、
新
し

く
誕
生
す
る
市
民
活
動
の
拠

点
を
活
用
し
て
い
た
だ
き
、

一
緒
に
住
み
よ
い
流
山
を
築

い
て
ま
い
り
ま
し
ょ
う
。

　２月５日、森の図書館で行われた夢コンサートは、流山
市音楽家協会（熊坂牧子会長）が運営

が
行
わ
れ
、
約
３
０
０
人
の

家
族
連
れ
が
、
暖
か
い
陽
光

に
包
ま
れ
る
中
、
た
こ
あ
げ

を
楽
し
み
ま
し
た
＝
写
真
。

　

主
催
し
た
流
山
市
青
少
年

育
成
会
議
（
樫
村
あ
い
子
会

長
）
は
、
青
少
年
相
談
員
連

絡
協
議
会
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡
協

議
会
な
ど
子
ど
も
た
ち
の
育

成
活
動
を
展
開
し
て
い
る
団

体
や
機
関
に
よ
っ
て
構
成
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
日
は
、

井
崎
市
長
も
子
ど
も
た
ち
と

一
緒
に
た
こ
あ
げ
を
楽
し
ん

で
い
ま
し
た
。

�
　

流
山
市
青
少
年
育
成
会
議

　

１
月　

日
、
江
戸
川
河
川

１５

敷
で「
親
子
た
こ
あ
げ
大
会
」

������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������

親
子
で
た
こ

親
子
で
た
こ　
　

あ
げ

　

あ
げ
を
楽
し
む

を
楽
し
む

つ
り
な
ど
を
行
っ
た
流
山
歴

史
文
化
研
究
会
（
渡
辺
義
正

会
長
）
＝
写
真
。

　

商
工
団
体
や
博
物
館
な
ど

と
連
携
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
イ

ベ
ン
ト
を
通
し
郷
土
の
歴
史

や
文
化
を
見
直
す
活
動
を
展

開
し
て
い
ま
す
。

　

近
い
将
来
、
利
根
運
河
の

歴
史
を
紹
介
で
き
る
イ
ベ
ン

ト
な
ど
も
企
画
し
た
い
と
構

想
を
練
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

目
下
、
４
月
９
日
�
に
計

画
し
て
い
る
近
藤
勇
忌
の
準

備
に
追
わ
れ
て
い
ま
す
。

�
　
　

流
山
歴
史
文
化
研
究
会

　

昨
年　

月
に
は
新
選
組
ま

１０

つ
り
を
、　

月
に
は
一
茶
ま

１２

������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������

新
選
組
ま
つ
り

新
選
組
ま
つ
り　

一
茶
ま
つ
り

　
　

一
茶
ま
つ
り

の
公
演
に
向
け
て
、
歌
や
踊

り
の
練
習
に
熱
が
入
っ
て
い

ま
す
＝
写
真
。

　

今
回
、
公
演
が
予
定
さ
れ

て
い
る
の
は
、
臓
器
移
植
を

テ
ー
マ
に
し
た
ミ
ュ
ー
ジ
カ

ル
「
生
命
の
贈
り
物
〜
伝
わ

る
こ
こ
ろ
・
つ
な
が
る
命
」。

こ
れ
ま
で
も
白
血
病
や
難
病

を
テ
ー
マ
に
公
演
し
て
き
ま

し
た
。
公
募
の
参
加
者
と
一

緒
に
練
習
の
か
た
わ
ら
流
山

市
産
業
博
や
流
山
総
合
病
院

通
所
リ
ハ
ビ
リ
セ
ン
タ
ー
な

ど
で
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
出
演

し
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

�
　
　

り
と
る
ね
ば
あ
ら
ん
ど

　

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
劇
団
「
り

と
る
ね
ば
あ
ら
ん
ど
」（
岩
佐

祥
一
主
宰
）
が
、
３
月　

日
２６

������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������

臓
器
移
植
を
テ
ー
マ

臓
器
移
植
を
テ
ー
マ

に
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

に
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル　

初
石
タ
ウ
ン

サ
ー
ビ
ス

市
民
と
創
る
快
適
な
街

あ
な
た
が
主
役
で
す　

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
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平成18年２月１５日（水曜日）　　　（　）６第１１０８号

　

市
選
挙
管
理
委
員
会
と

市
明
る
い
選
挙
推
進
協
議

会
が
市
内
小
・
中
学
生
か

ら
募
集
し
た
「
選
挙
啓
発

書
き
初
め
」
作
品
の
審
査

会
が
１
月　

日
に
行
わ 

２３

れ
、
東
部
中
学
校
３
年
・

前
野
泰
章
さ
ん
な
ど
５
人

が
特
別
賞
を
受
賞
し
ま
し 

た
。
特
別
賞
の
受
賞
者
は

次
の
と
お
り
で
す
。

〈
敬
称
略
〉

　

▽
市
長
賞
＝
前
野
泰
章

選挙啓発ポスター・標語選挙啓発ポスター・標語
入賞作品決まる入賞作品決まる

タ
ー
・
標
語
」
作
品
の
入

賞
者
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　

本
市
か
ら
の
入
賞
者
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

　

【
ポ
ス
タ
ー
の
部
】

〈
敬
称
略
〉

　

▽
優
秀
賞
＝
大
石
ゆ
め

み（
江
戸
川
台
小
４
年
）▽

佳
作
＝
永
島
成
美
（
江
戸

川
台
小
５
年
）、青
島
夏
希

（
江
戸
川
台
小
６
年
）、
西

田
沙
羅
（
北
部
中
１
年
）、

飯
島
彩
（
北
部
中
１
年
）

　

□問
 

市
選
挙
管
理
委
員
会

事
務
局
�
７
１
５
０
―
６

１
０
０

　

県
選
挙
管
理
委
員
会
お

よ
び
千
葉
県
明
る
い
選
挙

推
進
協
議
会
が
、県
内
小
・

中
学
生
か
ら
募
集
し
た

「
明
る
い
選
挙
啓
発
ポ
ス

小
・
中
学
校
に
派
遣
す
る
た

め
行
う
も
の
で
す
。

　

現
在
学
校
で
は
、
少
人
数

指
導
や
体
験
学
習
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
学
習
形
態
が
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
で
、
こ
の
サ

ポ
ー
ト
教
員
制
度
は
子
ど
も

た
ち
の
い
ろ
い
ろ
な
活
動
の

指
導
や
支
援
を
行
っ
て
い
た

だ
く
こ
と
で
、
学
校
教
育
活

動
に
役
立
て
て
い
く
こ
と
が

ね
ら
い
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

応
募
資
格
は
、
こ
と
し
４

月
１
日
現
在
で　

歳
未
満
の

３０

小
学
校
ま
た
は
中
学
校
の
教

員
免
許
状
を
有
す
る
方
（
取

得
見
込
み
を
含
む
）
で
す
。

　

学
校
教
育
に
熱
意
の
あ
る

方
の
ご
応
募
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

　

▽
勤
務
場
所
／
採
用
人
員

＝
市
内
小
・
中
学
校
／
い
ず

れ
も
若
干
名
▽
雇
用
期
間
＝

と
な
る
乳
幼
児
へ
受
給
券
を

発
行
し
、
そ
の
受
給
券
と
保

険
証
を
病
院
の
窓
口
に
提
示

す
る
と
、
一
定
の
金
額
を
支

払
う
だ
け
で
助
成
が
受
け
ら

れ
る
も
の
で
す
。
申
請
は
随

時
受
け
付
け
て
い
ま
す
の 

で
、
忘
れ
ず
に
手
続
き
し
て

く
だ
さ
い
。

　

▽
対
象
＝
市
内
に
住
所
を

有
し
、
住
民
登
録
ま
た
は
外

国
人
登
録
が
あ
り
健
康
保
険

に
加
入
し
て
い
る
小
学
校
就

学
前
の
乳
幼
児
▽
助
成
内
容

＝
①
０
歳
〜
３
歳
未
満
…
通

院
・
入
院
の
医
療
費
②
３
歳

以
上
〜
小
学
校
就
学
前
…
継

続
し
て
７
日
以
上
入
院
し
た

場
合
の
医
療
費

　

□問
 

子
育
て
支
援
課
�
７
１

５
０
―
６
０
８
２

乳
幼
児
の
医
療
費
助
成

乳
幼
児
の
医
療
費
助
成

小
学
校
就
学
前
児
を
対
象
に

小
学
校
就
学
前
児
を
対
象
に

４
月
１
日
〜
平
成　

年
３
月

１９

　

日
▽
勤
務
日
数
＝
小
学
校

３１２
６
５
日
以
内
、
中
学
校
２

７
０
日
以
内
※
原
則
週
５
日

以
内
▽
賃
金
＝
日
額
８
９
０

　

市
教
育
委
員
会
で
は
、
学

校
サ
ポ
ー
ト
教
員
を
募
集
し

ま
す
。

　

今
回
の
募
集
は
、
子
ど
も

た
ち
と
一
緒
に
活
動
で
き
る

フ
レ
ッ
シ
ュ
で
情
熱
の
あ
る

学
校
サ
ポ
ー
ト
教
員
を
市
内

　

市
教
育
委
員
会
で
は
、
小

学
校
で
の
国
際
理
解
教
育
の

一
環
と
し
て
、
児
童
が
英
語

に
親
し
む
体
験
活
動
等
を
支

援
す
る
「
小
学
校
英
語
活
動

指
導
員
（
臨
時
職
員
）」
を
募

集
し
ま
す
。

　

▽
応
募
資
格
＝
英
会
話
が

堪
能
で
外
国
の
文
化
・
習
慣

に
精
通
し
、
児
童
の
指
導
に

熱
意
の
あ
る
市
民
お
よ
び
近

隣
市
に
在
住
の　

歳
未
満
の

６０

方
▽
採
用
人
員
＝
若
干
名
▽

雇
用
期
間
＝
４
月
５
日
〜
平

成　

年
３
月　

日
▽
勤
務
時

１９

３１

間
／
日
数
＝
１
日
４
時
間
／

週
２
日
以
内
で　

日
▽
勤
務

７０

場
所
＝
市
内
小
学
校
▽
応
募

方
法
＝
指
導
課
で
配
布
す
る

願
書
に
必
要
事
項
を
明
記 

し
、
２
月　

日
ま
で
に
直
接

２８

指
導
課
窓
口
へ
持
参
（
土
・

日
曜
を
除
く
）
※
詳
細
は
問

い
合
わ
せ
を

　

□問
 

指
導
課
�
７
１
５
０
―

６
１
０
５

子
家
庭
等
医
療
費
等
助
成
制

度
」と
も
対
象
に
な
る
の
は
、

　

歳
に
達
す
る
日
以
降
の
最

１８初
の
３
月　

日
ま
で
に
あ
る

３１

児
童
。
な
お
、
所
得
制
限
は

別
表
の
と
お
り

　

□問
 

子
育
て
支
援
課
�
７
１

５
０
―
６
０
８
２

　子どもたちと一緒に活動しながら教育指導する学校サポート教員

学学学学学学学学学学学学学学学学
校校校校校校校校校校校校校校校校
ササササササササササササササササ
ポポポポポポポポポポポポポポポポ
ーーーーーーーーーーーーーーーー
トトトトトトトトトトトトトトトト
教教教教教教教教教教教教教教教教
員員員員員員員員員員員員員員員員
をををををををををををををををを
募募募募募募募募募募募募募募募募
集集集集集集集集集集集集集集集集

学
校
サ
ポ
ー
ト
教
員
を
募
集 

応応応応応応応応応応応応応応応応
募募募募募募募募募募募募募募募募
はははははははははははははははは

日日日日日日日日日日日日日日日日
まままままままままままままままま
でででででででででででででででで
にににににににににににににににに

応
募
は　

日
ま
で
に

２２２２２２２２２２２２２２２２８８８８８８８８８８８８８８８８２８

う
。

　

市
内
に
は
、
産
じ
ょ
く
期

（
分
娩
時
か
ら
母
体
が
妊
娠

前
の
状
態
に
回
復
す
る
ま
で

の
期
間
）
の
方
を
対
象
に
、

家
事
な
ど
を
手
伝
う
方
を
派

遣
す
る
事
業
者
が
い
ま
す
。

利
用
を
ご
希
望
の
方
は
、
子

育
て
支
援
課
、
保
健
セ
ン
タ

ー
、
各
出
張
所
に
設
置
の
子

育
て
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を
参
考

に
、
事
業
者
へ
直
接
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

　

□問
 

子
育
て
支
援
課
�
７
１

５
０
―
６
０
８
２
／
保
健
セ

ン
タ
ー
�
７
１
５
４
―
０
３

３
１

　

市
で
は
、
乳
幼
児
医
療
費

助
成
制
度
に
よ
り
、
小
学
校

就
学
前
の
お
子
さ
ん
の
医
療

費
の
一
部
ま
た
は
全
部
を
助

成
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
制
度
は
、
市
が
対
象

教育現場に教育現場に

あなたの熱意をあなたの熱意を

児
童
扶
養
手
当

　

母
親
と
子
ど
も
だ
け
の
世

帯
ま
た
は
母
親
に
代
わ
っ
て

子
ど
も
を
養
育
し
て
い
る
方

は
、
児
童
扶
養
手
当
の
受
給

資
格
が
あ
り
ま
す
の
で
申
請

を
し
て
く
だ
さ
い
。
た
だ 

し
、
公
的
年
金
を
受
給
さ
れ

て
い
る
方
は
除
き
ま
す
。

　

【
対
象
と
な
る
方
】

　

①
父
母
が
婚
姻
を
解
消 

し
、
父
と
生
計
を
共
に
し
な

い
児
童
②
父
が
死
亡
し
た
児

童
③
父
が
一
定
以
上
の
障
害

状
態
に
あ
る
児
童
④
父
の
生

死
が
明
ら
か
で
な
い
児
童
⑤

母
が
婚
姻
に
よ
ら
な
い
で
懐

胎
し
た
児
童
⑥
父
か
ら
引
き

続
き
１
年
以
上
遺
棄
さ
れ
て

い
る
児
童
―
な
ど
を
養
育
し

て
い
る
方

母
子
家
庭
等
医
療 

費
等
助
成
制
度　

　

母
子
家
庭
の
母
、
父
子
家

庭
の
父
お
よ
び
両
親
の
い
な

　

出
産
直
後
の
赤
ち
ゃ
ん
の

お
風
呂
、
家
事
や
買
い
物
、

そ
の
他
ち
ょ
っ
と
し
た
援
助

が
必
要
な
方
は
、「
産
じ
ょ
く

ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
」
を
利
用

し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ

い
児
童
を
養
育
し
て
い
る
方

と
そ
の
児
童
に
対
し
、
医
療

費
を
助
成
し
ま
す
。

　

【
対
象
と
な
る
方
】

　

市
内
に
居
住
し
、
か
つ
住

民
登
録
ま
た
は
外
国
人
登
録

を
さ
れ
て
い
る
方
で
、
健
康

保
険
の
被
保
険
者
ま
た
は
被

保
険
者
の
被
扶
養
者
。

　

※「
児
童
扶
養
手
当
」、「
母

　大石ゆめみさん（江戸川台

小４年）の作品

産後のママに強い味方産後のママに強い味方

産じょくヘルプサービス産じょくヘルプサービス

申し込みは各事業所へ申し込みは各事業所へ

０
円
（
交
通
費
別
途
支
給
）

▽
応
募
方
法
＝
指
導
課
で
配

布
す
る
願
書
（
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

も
可
）
に
必
要
事
項
を
明
記

し
、
教
員
免
許
状
の
写
し
ま

た
は
免
許
状
取
得
見
込
み
証

明
書
を
添
付
の
上
、
２
月　
２８

日
ま
で
に
直
接
指
導
課
窓
口

へ
持
参
（
土
・
日
曜
を
除
く
）

　

□問
 

指
導
課
�
７
１
５
０
―

６
１
０
５

��������������������������
��������������������������
��������������������������
��������������������������
��������������������������
��������������������������
��������������������������
��������������������������
��������������������������
��������������������������
��������������������������
��������������������������
��������������������������

英語活動指導員を募集英語活動指導員を募集
小学校の国際理解教育を支援小学校の国際理解教育を支援

ひ
と
り
親
家
庭
な
ど
を
支
援

ひ
と
り
親
家
庭
な
ど
を
支
援

申
請
は
随
時
受
け
付
け

　
　
　
　
　

申
請
は
随
時
受
け
付
け

（
東
部
中
３
年
）
▽
市
議

会
議
長
賞
＝
宮
森
万
由
子

（
東
部
中
１
年
）
▽
教
育

長
賞
＝
深
津
優
奈
（
八
木

南
小
６
年
）
▽
市
選
挙
管

理
委
員
会
委
員
長
賞
＝
小

林
美
樹
（
八
木
中
３
年
）

▽
市
明
る
い
選
挙
推
進
協

議
会
長
賞
＝
千
葉
鈴
菜

（
東
小
４
年
）

　

□問
 

市
選
挙
管
理
委
員
会

事
務
局
�
７
１
５
０
―
６

１
０
０

選選
挙挙
啓啓
発発
書書
きき
初初
めめ

東
部
中
・
前
野
さ
ん
が
市
長
賞
に

東
部
中
・
前
野
さ
ん
が
市
長
賞
に

　受給資格者本人・扶養義務者の所得制限額
扶養義務者本　人扶養親族の人数
２,３６０,０００円１,９２０,０００円０人
２,７４０,０００円２,３００,０００円１人
３,１２０,０００円２,６８０,０００円２人
３,５００,０００円３,０６０,０００円３人
３,８８０,０００円３,４４０,０００円４人
４,２６０,０００円３,８２０,０００円５人

児
童
扶
養
手
当

医
療
費
等
助
成
制
度
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第１１０８号（　）　　　平成18年２月１５日（水曜日）７

千葉県生涯大学校の学生２次募集
２８日まで願書を受け付け

　

　▽応募資格＝県内在住の昭和21年4月1日以前に

生まれた方▽募集学科／定員＝別表のとおり▽授

業料（年額）＝一般課程１８,０００円、通信課程４,０００円

▽入学案内の配布場所＝市高齢者支援課、生涯大

学校各学園、各県民センター等▽願書受付＝２月

28日（消印有効）までに〒２６０－０８０１千葉市中央

区仁戸名町６６６－２千葉県生涯大学校事務局へ郵送

※詳細は問い合わせを

　□問 千葉県生涯大学校事務局�０４３－２６６－４７０５

　

★
男
の
料
理
教
室
「
バ
ラ

ン
ス
よ
く
食
べ
よ
う
」

　

▽
日
時
＝
３
月
１
日
�　
１０

時
〜　

時
▽
場
所
＝
保
健
セ

１３

ン
タ
ー
▽
対
象
／
定
員
＝
市

内
在
住
の
男
性
／　

人
（
先

３０

着
順
）
▽
参
加
費
＝
４
５
０

円
程
度
（
材
料
費
）
▽
持
ち

物
＝
三
角
巾
、
エ
プ
ロ
ン
、

筆
記
用
具
▽
申
し
込
み
＝
電

話
で
保
健
セ
ン
タ
ー
へ

　

□問
 

保
健
セ
ン
タ
ー
�
７
１

５
４
―
０
３
３
１

　

★
知
的
障
害
者
移
動
介
護

従
業
者
養
成
研
修（
全
３
回
）

　

▽
日
時
＝
３
月
３
日
�
・

７
日
�
９
時
〜　

時
※
こ
の

１７

ほ
か
３
月
８
日
〜　

日
の
間

１０

に
１
日
実
習（
９
時
〜　

時
）

１６

あ
り
▽
場
所
＝
ケ
ア
セ
ン
タ

ー
（
実
習
は
市
内
知
的
障
害

者
更
生
施
設
な
ど
）
▽
対
象

／
定
員
＝
市
民
ま
た
は
市
内

の
指
定
居
宅
支
援
事
業
所
・

訪
問
介
護
事
業
所
に
勤
務
す

る
ヘ
ル
パ
ー
等
の
方
／　

人
３０

（
多
数
選
考
）
▽
参
加
費
＝

２
０
０
０
円
（
別
途
テ
キ
ス

ト
代
あ
り
）
▽
申
し
込
み
＝

２
月　

日
ま
で
に
電
話
で
障

２１

害
者
支
援
課
へ

　

□問
 

障
害
者
支
援
課
�
７
１

５
０
―
６
０
８
１

　

★
図
書
館
と
博
物
館
の
総

合
利
用
の
す
す
め

　

▽
日
時
＝
３
月
４
日
�　
１３

時　

分
〜　

時
▽
場
所
＝
中

３０

１５

央
図
書
館
▽
対
象
／
定
員
＝

市
民
／　

人
（
先
着
順
）
▽

５０

内
容
＝
生
涯
学
習
に
役
立
て

る
た
め
の
、
図
書
館
と
博
物

館
の
両
施
設
の
効
果
的
な
利

用
方
法
に
つ
い
て
▽
講
師
＝

山
本
鉱
太
郎
さ
ん
（
旅
行
作

家
）
▽
参
加
費
＝
無
料
▽
申

し
込
み
＝
当
日
直
接
会
場
へ

　

□問
 

中
央
図
書
館
�
７
１
５

９
―
４
６
４
６

　

★
自
己
表
現
講
座
「
伝
え

て
ま
す
か
？
あ
な
た
の
気
持

ち
」（
全
２
回
）

　

▽
期
日
＝
３
月
５
日
�
・

　

日
�
▽
時
間
＝　

時
〜　

１２

１０

１２

時
▽
場
所
＝
初
石
公
民
館
▽

③　

時　

分
〜
翌
日
９
時　

１６

３０

３０

分
▽
時
間
給
＝
９
８
０
円
〜

１
０
０
０
円
（
交
通
費
別
途

支
給
、夜
間
勤
務
は　

％
増
）

２５

▽
申
し
込
み
＝
履
歴
書
に
必

要
事
項
を
明
記
し
、
〒
２
７

０
―
１
１
２
１
我
孫
子
市
中

峠
２
３
１
０
み
ど
り
園
へ

　

□問
 

み
ど
り
園
�
７
１
８
７

―
０
５
１
１

　

★
行
財
政
改
革
審
議
会

　

▽
日
時
＝
２
月　

日
�　

２２

１３

時
〜
▽
場
所
＝
市
役
所
▽
内

容
＝
行
財
政
改
革
に
つ
い
て

　

□問
 

行
政
改
革
推
進
課
�
７

１
５
０
―
６
０
７
８

　

★
再
生
家
具
等
の
販
売

　

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
・
プ

ラ
ザ
館
で
は
、
粗
大
ご
み
と

し
て
出
さ
れ
た
タ
ン
ス
や
テ

ー
ブ
ル
な
ど
を
修
理
再
生 

し
、
安
価
で
販
売
し
ま
す
。

　

▽
申
込
期
間
＝
２
月　

日
１５

�
〜
３
月
１
日
�
▽
受
付
時

間
＝
９
時
〜　

時
▽
申
込
資

１７

格
＝
市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
方
▽
申
し
込
み
＝
申
込

期
間
中
に
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ

ザ
・
プ
ラ
ザ
館
に
展
示
す
る

家
具
等
の
う
ち
、
希
望
の
品

物
を
申
込
用
紙
に
記
入
し
、

直
接
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
課
窓

口
へ
（
多
数
抽
選
、
結
果
は

当
選
者
の
み
通
知
）
※
品
物

は
現
金
と
引
き
換
え
、
運
搬

は
各
自
で
お
願
い
し
ま
す

　

□問
 

リ
サ
イ
ク
ル
推
進
課
�

７
１
５
７
―
８
２
５
０

　

第
８
回
特
別
弔
慰
金
の
支

給
　

戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
の

ご
遺
族
で
、
平
成　

年
４
月

１７

１
日
に
お
い
て
公
務
扶
助
料

や
遺
族
年
金
等
を
受
け
る
方

が
い
な
い
場
合
に
、
第
８
回

特
別
弔
慰
金
が
支
給
さ
れ
ま

す
。

　

▽
対
象
と
な
る
方
お
よ
び

優
先
順
位
＝
�
弔
慰
金
の
受

給
権
者
↓
�
戦
没
者
の
子
↓

�
戦
没
者
等
と
生
計
関
係
を

有
し
て
お
り
、
か
つ
戦
没
者

等
と
姓
が
同
じ
で
あ
る
（
①

父
母
↓
②
孫
↓
③
祖
父
母
↓

④
兄
弟
姉
妹
）
↓
�
前
記
�

以
外
の
（
①
父
母
↓
②
孫
↓

③
祖
父
母
↓
④
兄
弟
姉
妹
）

↓
�
前
記
�
か
ら
�
以
外
の

３
親
等
内
の
親
族
（
戦
没
者

等
の
死
亡
時
ま
で
引
き
続
き

１
年
以
上
の
生
計
関
係
を
有

し
て
い
た
方
に
限
る
）
▽
支

給
内
容
＝　

年
償
還
の
記
名

１０

国
債
（
額
面　

万
円
）
▽
請

４０

求
期
限
＝
平
成　

年
３
月　

２０

３１

日
ま
で
▽
請
求
窓
口
＝
市
社

会
福
祉
課
※
詳
細
は
問
い
合

わ
せ
を

　

□問
 

社
会
福
祉
課
�
７
１
５

０
―
６
０
７
９

★印のあるものは市主催のものです 

　

②
延
長
保
育
士

　

▽
勤
務
場
所
＝
中
野
久 

木
・
平
和
台
・
江
戸
川
台
・

名
都
借
・
長
崎
・
向
小
金
・

東
深
井
保
育
所
▽
勤
務
時
間

＝
月
〜
金
曜
（
７
時
〜
８
時

　

分
、　

時
〜　

時
）、
土
曜

３０

１６

１９

（
７
時
〜
８
時　

分
、　

時

３０

１１

　

分
〜　

時
）
※
ロ
ー
テ
ー

３０

１９

シ
ョ
ン
あ
り
▽
時
間
給
＝
有

資
格
者
９
３
０
円
、
無
資
格

者
９
２
０
円
（
い
ず
れ
も
交

通
費
別
途
支
給
）

　

□問
 

保
育
課
�
７
１
５
０
―

６
１
２
４

　

生
活
支
援
補
助
員
（
臨
時

職
員
）
の
募
集

　

▽
勤
務
場
所
＝
知
的
障
害

者
更
生
施
設
み
ど
り
園
（
我

孫
子
市
）
▽
勤
務
内
容
＝
知

的
障
害
を
持
つ
方
の
食
事
介

助
な
ど
生
活
全
般
の
支
援
▽

募
集
人
員
＝
若
干
名
▽
雇
用

期
間
＝
２
月　

日
�
〜
３
月

２０

　

日
�
（
４
月
以
降
の
更
新

３１あ
り
）
▽
勤
務
日
＝
土
・
日

曜
、
祝
日
を
含
む
３
交
代
制

（
勤
務
割
に
よ
る
週
休
２
日
）

▽
勤
務
時
間
＝
①
７
時
〜　
１２

時
②　

時　

分
〜　

時　

分

１１

４５

２０

１５

講
座
・
講
演

資
格
・
求
人

そ
の
他

展　
　

示

第２１４回サロンコンサート 
�♪　今月は２４日に　�♪

　▽日時＝２月２４日�１２時１５分～▽場所＝市役所市
民ギャラリー▽テーマ＝映画音楽特集～魅惑のスク
リーンミュージック～▽曲目＝「慕情」、「追憶」、
「白い恋人たち」ほか▽出演＝橘秀樹（オーボエ）、
脇野真樹（ヴァイオリン）、名倉扶季（ピアノ）
　□問 生涯学習課�７１５０―６１０６

施
策
会
議　
傍聴可

　第５回さとやま塾「オオタカの森をまもる」（ＮＰＯさとやま
主催）＝２月１９日�１３時～１６時、リサイクルプラザ・プラザ館。
参加費２００円（資料代）□問 恵良�７１５４－６７８８
　第４回流山の風景を描く会作品展＝２月２１日�～２６日�９時
３０分～１７時（２１日は１３時から）、博物館。入場料無料□問 高橋
�７１５２－７３６７

イ ベ ン ト

市民伝言板�

□�問�秘書広報課�� 7150　6063

　このコーナーに掲載を希望する方は秘書広報課、各公民館、
南流山センター、森の図書館、各福祉会館、市民総合体育館
にある掲載申込書に必要事項を記入の上、掲載希望号の１カ
月前（イベント掲載希望者のみ）までに秘書広報課に提出を。�
　なお、掲載する内容はイベント名・サークル名、開催日
時・場所、問い合わせ先です。また、内容の確認は当事者間
でするようにお願いします。�

－�

対
象
／
定
員
＝
市
民
／　

人
２５

（
先
着
順
）
▽
内
容
＝
職
場

や
家
庭
な
ど
で
自
分
の
気
持

ち
や
考
え
を
誠
実
に
、
率
直

に
、
対
等
に
表
現
す
る
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
学
ぶ 

「
ア
サ
ー
テ
ィ
ブ
・
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
」
▽
参
加
費
＝
無
料

▽
申
し
込
み
＝
電
話
で
企
画

政
策
課
男
女
共
同
参
画
室
へ

※
２
歳
〜
就
学
前
児
の
一
時

保
育
（
要
予
約
）
あ
り

　

□問
 

企
画
政
策
課
男
女
共
同

参
画
室
�
７
１
５
０
―
６
０

６
４

　

★
市
消
費
生
活
パ
ネ
ル
展

　

▽
期
間
＝
２
月　

日
�
〜

２７

３
月
６
日
�
（
土
・
日
曜
を

除
く
）
▽
時
間
＝
９
時
〜　
１７

時
▽
場
所
＝
市
役
所
市
民
ギ

ャ
ラ
リ
ー
▽
内
容
＝
①
私
た

ち
の
生
活
に
欠
か
せ
な
い
資

源
「
水
」
を
テ
ー
マ
と
し
た

パ
ネ
ル
展
②
悪
質
商
法
に
つ

い
て
の
パ
ネ
ル
展
▽
入
場
料

＝
無
料

　

□問
 

生
活
安
全
課
�
７
１
５

０
―
６
３
１
２

　

★
市
臨
時
職
員
（
臨
時
保

育
士
・
延
長
保
育
士
）
の
募

集
　

①
臨
時
保
育
士

　

▽
勤
務
場
所
＝
市
内
公
立

保
育
所
▽
勤
務
時
間
＝
月
〜

金
曜
（
８
時　

分
〜　

時
）、

３０

１７

土
曜
（
８
時　

分
〜　

時
）

３０

１２

▽
応
募
資
格
＝
保
育
士
等
の

有
資
格
者
▽
時
間
給
＝
９
３

０
円
（
交
通
費
別
途
支
給
）

　流山三線同好会ちばんちゅ（沖縄三線・民謡、琉球舞踊）
＝毎週土曜１８時～２１時、主に東深井福祉会館□問 佐藤�０９０
－２２２４－０４２３
　マタニティー体操＆妊婦のためのアロマセラピー＝毎週水
曜１０時～１２時、初石公民館ほか□問 イケ�０９０－６１５４－
４４８６
　書楽　野ばら会（ペン習字、細筆、絵手紙など）＝第１・３
水曜１０時～１２時、コミュニティプラザ□問 板垣�７１５８－
４５２４
　中高齢者　健康・体力アップサークル（健康体操）＝毎週
金曜１０時～１１時３０分、東部公民館□問 金子�０９０－５９９３
－４９６４

サ ー ク ル

　「５０歳からのコーラス」コール白樺＝毎週金曜１０時～１１時
５５分、主に流山福祉会館□問 永元�７１５０－０６３７
　Ｌ.Ｆ.Ｅ（フランス語会話）＝毎週火曜①１３時～１４時１０分
②１４時２０分～１５時３０分③１５時４０分～１６時５０分、北部公民館□問 
松本�７１５２－５４３８
　少林寺拳法流山同好会＝毎週火・木曜１９時～２１時、八木北
小学校□問 石井�７１５４－３７０４
　健康ソシアルダンスの会（社交ダンス）＝毎週火・土曜１０
時～１２時、南流山センター□問 堀�７１４５－１７４６

※ダイオキシン類は公定法に基づいた、１１月３０日（１１時１０分～１６時１０分）の測定結果です
　□問 リサイクル推進課�７１５７－８２５０

クリーンセンター大気質環境測定結果　　　（平成１７年１１月・１２月）
測定数値　保証数値法・条例に

よる規制値項　　　目

１以下１２月１０以下ー硫黄酸化物
（ppm）

排　

出　

ガ　

ス

大　
　

気　
　

質

１以下１２月３０以下２５０以下窒素酸化物
（ppm）

２以下１２月１０以下４３０以下塩化水素
（ppm）

１以下１２月５以下８０以下ばいじん
（mg/�Ｎ）

０.００６以下１２月０.０３以下ー水銀
（mg/�Ｎ）

０.００００２８以下１１月０.０１以下１以下ダイオキシン類
（ng‐ＴＥＱ/�Ｎ）

合　　計下　　り上　　り④日平均
　交通量 ９２,８７１台４７,４６８台４５,４０３台

①昼６０デシベル・朝夕５５デシベル・夜５０デシベルの協定値を超えた時間
②連続した３カ月間に日平均値が０.０４ppmを超えた日数（０.０６ppmを超えた日数）
③日平均値が０.１０mg／�を超えた日が２日以上連続したことの有無
　□問 環境保全課�７１５０－６０８３

常磐自動車道測定結果　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（平成１７年１２月）
青　田東初石西初石若葉台項　　　目
３２２０１時　間①騒音　
４（０）２（０）３（０）１（０）日②ＮＯ２　　
無無無無有　無③ＳＰＭ　

国民年金保険料の前納割引
　国民年金保険料を納付する際、その年度の１年分または
６カ月分をまとめて前納していただいた場合には保険料の
割引があります。また、口座振替により前納された場合に
は、さらに割引があります。
　口座振替の手続きは、２月中に社会保険事務所または口
座をお持ちの金融機関や郵便局の窓口でお申し込みくださ
い。※詳細は問い合わせを
　□問 松戸社会保険事務所�０４７－３４５－５５２５

柏市営駐輪場の利用申請柏市営駐輪場の利用申請
３月２日から受付開始３月２日から受付開始

　平成１８年度柏市営駐輪場の利用申請を、３月２日�から
受け付けます。料金など詳細については、柏市交通施設
課へお問い合わせください。
　▽駐輪場の利用期間＝平成１８年４月１日～平成１９年３月
３１日▽受付窓口＝柏市内の各代表受付駐輪場または柏市交
通施設課
　□問 柏市交通施設課�７１６７－１３０４

【募集学科・定員】

所在地定　員学　科学園名区　分

流山市　10人福祉科Ｂ
東葛飾学園
江戸川台校舎

一般課程

松戸市
　24人福祉科　東葛飾学園

浅間台校舎 　16人園芸科Ｂ

千葉市471人福祉生活科京葉学園通信課程

※京葉学園（千葉市）、東総学園（銚子市、神崎町）、
外房学園（茂原市、勝浦市）、南房学園（館山市、木
更津市）でも一般課程の募集あり
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３
月
１
日
か
ら
７
日
ま
で

「
春
の
火
災
予
防
運
動
」
が

全
国
一
斉
に
行
わ
れ
ま
す
。

運
動
初
日
の
１
日
午
前
７
時

に
市
内
一
斉
に
サ
イ
レ
ン
を

鳴
ら
し
て
防
火
を
呼
び
掛
け

ら
の
心
掛
け
が
大
切
で
す
。

　

北
消
防
署
で
は
、
仕
事
や

家
庭
の
都
合
な
ど
で
、
日
ご

ろ
防
災
訓
練
に
参
加
で
き
な

い
方
を
対
象
に
、
救
急
法
や

地
震
体
験
、
消
火
器
の
取
り

扱
い
等
の
講
座
を
次
の
と
お

り
実
施
し
ま
す
。

　

▽
日
時
＝
２
月　

日
�　

１８

１０

時
〜　

時　

分
▽
場
所
＝
北

１１

３０

消
防
署
▽
対
象
／
定
員
＝
市

民
／　

人
（
先
着
順
）
▽
参

３０

加
費
＝
無
料
▽
申
し
込
み
＝

電
話
で
北
消
防
署
へ

　

□問
 

北
消
防
署
�
７
１
５
２

―
０
１
１
９

タ
ー
・
ド
ロ
ッ
プ
、
ウ
ィ
ザ

ー
ド
（
以
上
ポ
ッ
プ
ス
）、
フ

ァ
ー
・
オ
フ
（
沖
縄
音
楽
）、 

ぱ
す
た
（
ロ
ッ
ク
）、
ポ
ケ
ッ

ト
、
小
川
剛
士
（
以
上
ア
コ

ー
ス
テ
ィ
ッ
ク
）
▽
入
場
料

＝
無
料
▽
申
し
込
み
＝
当
日

直
接
会
場
へ

　

□問
 

文
化
会
館
�
７
１
５
８

―
３
４
６
２

ま
す
。
火
災
と
お
間
違
え
の

な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

昨
年
一
年
間
に
、
市
内
で

発
生
し
た
火
災
は
前
年
よ
り

５
件
多
い　

件
で
、
火
災
原

５５

因
の
ト
ッ
プ
は
放
火
で
し 

た
。
放
火
を
未
然
に
防
ぐ
た

め
、
燃
え
や
す
い
も
の
を
家

の
周
り
に
は
置
か
な
い
、
燃

や
す
ご
み
は
回
収
指
定
日
の

朝
に
出
す
な
ど
、
地
域
や
各

ご
家
庭
が
連
携
し
て
放
火
さ

れ
に
く
い
環
境
づ
く
り
を
―
。

　

□問
 

予
防
課
�
７
１
５
８
―

０
２
７
０

災
害
自
衛
講
座

　

地
震
や
火
災
な
ど
の
災
害

に
対
す
る
備
え
は
、
普
段
か

　

市
内
な
ど
で
音
楽
活
動
を

し
て
い
る
若
者
た
ち
が
集
う
、

手
作
り
の
コ
ン
サ
ー
ト
「
第

３
回
流
山
ヤ
ン
グ
ミ
ュ
ー
ジ

ッ
ク
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
'　０６
 
 

〜
は
じ
け
ろ
！
心
の
青
春
！

〜
」
を
３
月
５
日
に
文
化
会

館
で
開
催
し
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

▽
日
時
＝
３
月
５
日
�　
１１

時
（
開
演
）
〜
▽
場
所
＝
文

化
会
館
▽
出
演
＝
流
山
市
国

際
交
流
協
会
は
な
び
、
流
山

お
や
こ
劇
場
流
星
（
以
上
ロ

ッ
ク
ソ
ー
ラ
ン
）、と
ん
と
ん

み
ー
（
エ
イ
サ
ー
太
鼓
）、
Ｔ

Ｙ
Ｇ
（
吹
奏
楽
）、
梅
紫
、
ス

　

市
教
育
委
員
会
で
は
、
毎

月
末
の
金
曜
、
市
役
所
市
民

ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
開
催
し
て
い

る
サ
ロ
ン
コ
ン
サ
ー
ト
の

「
新
人
演
奏
会
」
の
出
演
者

を
募
集
し
ま
す
。

　

な
お
、
出
演
者
は
オ
ー
デ

ィ
シ
ョ
ン
審
査
に
よ
り
決
定

し
ま
す
。

　

【
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
】

　

▽
日
時
＝
３
月　

日
�　

２７

１０

時
〜
▽
場
所
＝
南
流
山
セ
ン

タ
ー
▽
対
象
＝
声
楽
、
器
楽

の
演
奏
者
で
、
ク
ラ
シ
ッ
ク

音
楽
を
中
心
に
活
動
・
勉
学

研
さ
ん
中
の
個
人
ま
た
は
グ

ル
ー
プ
▽
合
格
者
＝
若
干
名

▽
申
し
込
み
＝
生
涯
学
習
課

に
あ
る
申
込
書
に
住
所
、
氏

名
、
年
齢
、
音
楽
歴
等
を
明

記
し
、
３
月　

日
（
必
着
）

１０

ま
で
に
生
涯
学
習
課
窓
口
へ

　

市
内
７
カ
所
で
開
設
さ
れ

て
い
る
市
民
農
園
で
、
次
の

と
お
り
キ
ャ
ン
セ
ル
待
ち
の

募
集
を
し
ま
す
。

　

▽
募
集
農
園
＝
①
宮
園
３

丁
目
②
名
都
借
③
西
初
石
３

丁
目
④
東
深
井
⑤
大
畔
⑥
駒

木
⑦
西
深
井
▽
利
用
期
間
＝

平
成　

年
４
月
１
日
〜
平
成

１８

　

年
２
月
末
日
▽
区
画
面
積

２０＝
①
〜
⑥
各　

㎡
、
⑦　

㎡

１５

３０

▽
年
間
利
用
料
金
＝
①
〜
⑥

５
０
０
０
円
、
⑦
７
０
０
０

円
▽
申
し
込
み
＝
ハ
ガ
キ
に

希
望
す
る
農
園
名
、
住
所
、

氏
名
、
電
話
番
号
を
明
記
の

上
、
３
月
１
日
（
必
着
）
ま

で
に
〒
２
７
０
―
０
１
９
２

流
山
市
役
所
農
政
課
へ
（
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
の
申
し

込
み
も
可
）
※
現
在
市
民
農

園
を
利
用
し
て
い
る
方
の
申

し
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
▽
利

用
者
決
定
方
法
＝
抽
選
に
よ

り
利
用
順
位
を
決
定
し
ま
す

※
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
を

　

□問
 

農
政
課
�
７
１
５
０
―

６
０
８
６

������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������
������

火火
災災
原原
因因
トト
ッッ
ププ
はは
放放
火火

春
の
全
国
火
災
予
防
運
動

春
の
全
国
火
災
予
防
運
動　

　
土
に
触
れ
て
み
ま
せ
ん
か

土
に
触
れ
て
み
ま
せ
ん
か 

市
民
農
園
利
用
者
の
追
加
募
集

市
民
農
園
利
用
者
の
追
加
募
集　

　1月7日に文化会館で行われた消防出初式では、式典のほか、

平和台保育所の子どもたちの遊戯や、消防団による操法訓練

の模範演技が行われました。

　

冬
は
空
気
が
乾
燥
し
火
災
が
起
こ
り

や
す
く
な
り
ま
す
。
市
内
の
火
災
に
関

す
る
統
計
で
も
、
１
月
か
ら
３
月
に
火

災
が
集
中
す
る
傾
向
に
あ
り
、
特
に
注

意
が
必
要
な
時
期
と
な
っ
て
い
ま
す
。

火
元
か
ら
離
れ
な
い
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、

放
火
を
防
止
す
る
た
め
家
の
周
囲
に
燃

え
や
す
い
も
の
を
置
か
な
い
な
ど
、
火

災
の
起
こ
り
に
く
い
環
境
を
作
る
こ
と

が
大
切
で
す
。

市
民
文
芸

原
稿
は
直
接

選
者
へ
お
送

り
く
だ
さ
い
。

※
必
ず
住
所
・
氏
名
（
フ
リ
ガ
ナ
）
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い

水
見
壽
男　

選　

（
流
山
市
東
深
井　

―　

）

８６５

１１１

カ
レ
ン
ダ
ー
あ
と
一
枚
の
冬
景
色 

江
戸
川
台
東 

浅
利　

ミ
チ

冬
ざ
れ
や
も
の
売
る
声
を
遠
く
せ
り 

松
ケ
丘 

皆
川　

春
海

か
ら
う
じ
て
蕪
村
と
読
め
る
屏
風
か
な 

江
戸
川
台
東 

狼　
　
　

司

暖
冬
の
麦
丁
寧
に
踏
み
に
け
り 

向
小
金 

関
口　

條
山

昼
ど
き
を
過
ぎ
は
や
斜
ぐ
冬
至
の
日 

野
々
下 

今
田　

素
土

【
評
】
一
句
目　

い
よ
い
よ
と
思
う
師
走
の
心
づ
も
り
で
あ
る
。
と
、
思
い
つ
つ
一

枚
残
る
カ
レ
ン
ダ
ー
へ
の
視
線
。
カ
レ
ン
ダ
ー
の
絵
の
冬
景
色
が
一
年
の
幕
引
で
あ

り
、
明
日
へ
の
夢
を
引
く
。
二
句
目　

冬
の
す
さ
び
の
中
、
耳
は
そ
の
方
へ
向
き
な

が
ら
、
心
は
別
の
視
点
に
あ
る
。
下
五
が
こ
の
句
の
言
葉
の
表
情
を
持
つ
。
三
句
目

俳
人
蕪
村
の
屏
風
を
眼
前
に
し
た
興
奮
の
趣
。
雅
号
を
う
か
が
う
と
蕪
村
と
あ
る
。

古
物
と
の
出
会
い
の
面
白
い
状
況
が
一
幅
の
絵
を
描
く
と
い
う
俳
味
。
四
句
目　

冬

ぬ
く
し
と
暖
冬
と
は
別
。
句
は
そ
の
微
妙
な
と
こ
ろ
を
句
に
し
た
巧
み
さ
が
勝
る
。

暖
冬
故
に
然
と
麦
を
踏
む
確
か
さ
を
示
唆
す
る
。
五
句
目　

夜
の
一
番
長
い
冬
至
。

終
い
の
節
気
で
も
あ
る
。
上
か
ら
十
二
字
が
巧
み
に
諷
詠
さ
れ
て
、
季
題
が
落
と
し

所
を
得
て
い
る
。

俳句

武
田
静
江　

選　

（
流
山
市
松
ケ
丘
４
―　

―　

）

５０５

９０

炎
と
い
う
名
の
シ
ク
ラ
メ
ン
告
げ
や
り
し
人
も
あ
ら
ず
に
今
ま
っ
盛
り

若　

葉　

台　

舟
橋　

房
子

初
恋
の
人
も
古
希
な
り
春
の
午
後
酒
酌
み
交
す
に 
幼 
ほ
の
見
ゆ

お
さ
な

　

富
士
見
台　

池
上　

幹
康

夫
婦
し
て
い
つ
の
頃
や
ら
耳
遠
く
語
る
も
聴
く
も
常
に
か
た
わ
ら

　

前

ケ

崎　

池
田　

き
み

【
評
】
舟
橋
氏　

葉
の
中
に
沢
山
の
つ
ぼ
み
を
宿
し
、
次
々
に
開
花
す
る
様
は
、
シ
ク
ラ

メ
ン
の
特
徴
で
観
賞
用
と
し
て
花
ど
き
で
あ
る
、「
今
ま
っ
盛
り
」
に
楽
し
み
の
余
韻
が
感

動
を
呼
ん
で
い
る
。
池
上
氏　

思
い
出
に
浸
る
息
づ
か
い
と
、
喪
失
感
が
言
外
に
詠
み
こ

ま
れ
、
青
春
回
帰
の
不
安
な
存
在
が
、
か
す
か
に
尾
を
曳
い
て
お
り
、
読
者
に
想
像
力
を

喚
起
さ
せ
て
い
る
。
池
田
氏　

こ
の
歌
は
静
か
さ
の
中
に
寂
し
さ
を
、
た
だ
よ
わ
せ
て
い

る
夫
婦
像
の
一
場
面
で
あ
る
、
人
は
皆
ひ
と
し
く
老
い
る
、
様
々
な
が
ら
の
人
生
の
境
涯

歌
と
い
え
る
、「
い
つ
の
頃
や
ら
」
の
初
句
も
気
負
わ
ず
、
な
に
げ
な
く
心
情
も
よ
く
わ
か

る
、「
常
に
か
た
わ
ら
」
こ
の
状
況
に
共
感
す
る
人
も
多
い
と
思
わ
れ
る
。

短歌詩

若若
者者
たた
ちち
のの
手手
づづ
くく
りり
音音
楽楽
祭祭

ヤ
ン
グ
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク

ヤ
ン
グ
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク　
　
 

フフ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
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　音楽で憩いのひとときを
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新
人
演
奏
会
の
出
演
者
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集集集集集集集集集集集集集集集集
募
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オ
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デ
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　若者たちが熱唱

持
参

　

【
新
人
演
奏
会
】

　

▽
日
時
＝
５
月　

日
�　

２６

１２

時　

分
〜
▽
場
所
＝
市
役
所

１５
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

　

□問
 

生
涯
学
習
課
�
７
１
５

０
―
６
１
０
６

サ ロ ンサ ロ ン
コンサートコンサート

公民館学習グループ発表会
　公民館で学習活動を行っている市民グループが、年に１回合

同で展示や発表を行う「公民館学習グループ発表会」が、今月

４日から行われています。１８日以降の日程等に一部変更があり

ましたのでお知らせします。

　□問 文化会館�７１５８－３４６２

■展示の部

内　容期　日会　場

水彩画、油絵、書道２月１８日�・１９日�南流山センター

トールペイント、ビーズ手芸、木 
彫、編み物、ポストカード、生け花

２月２５日�・２６日�文化会館

写真、書道２月２５日�・２６日�
北部公民館

編み物、ビーズ、木彫、書道、古筆３月４日�・５日�

展示時間…土曜（１０時～１６時）　日曜（１０時～１５時３０分）

■発表の部

内　容時　間期　日会　場
詩吟９時３０分～１２時３０分２月１８日�

初石公民館 能９時～１６時２月２５日�

日本舞踊１３時～１４時２月２６日�

フォークダンス１０時～１２時、１３時～１６時２月２５日�

北部公民館 大正琴１２時～１３時２月２５日�

フォークダンス１０時～１５時３０分２月２６日�

煎茶１０時～１５時２月１９日�南流山セン
ター 社交ダンス１３時～１６時３０分３月５日�

古紙100％再生紙、大豆油インク使用�
掲載記事へのお問い合わせの際は、電話番号をお間違えのないようにお願いします

本紙掲載の募集記事等にかかる応募者の個人データについては、当該目的以外では使用しません

小
林
稔　

選　

（
流
山
市
前
平
井　

―
７
）

８８

　

八
十
年

後　

平　

井　
　
　

赤
塚　
　

祐

も
う
あ
と
少
し
で
八
十
年

な
ん
と
か
生
き
て
き
た
私
だ
が

近
頃　

友
と
話
す
こ
と
は
身
体
の
不
具
合
や

息
子
嫁
の
不
和
ば
か
り
だ　

私
は
友
に
い
つ
も
言
う

嫁
の
悪
口
は
言
わ
な
い
こ
と

親
が
威
張
る
な
ど
通
用
し
な
い
時
代
な
の
だ

嫁
の
立
場
を
尊
重
し
続
け
よ
う

嫁
に
は　

あ
り
が
と
う
の
言
葉
を
と

私
に
も
そ
ん
な
気
持
ち
は
あ
る
が　

家
庭
円
満
の
秘
訣
と
考
え
れ
ば

口
に
出
す
こ
と
な
ど
で
き
な
い
の
だ

身
に
降
り
か
か
っ
た
不
愉
快
は

す
み
や
か
に
排
除
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

良
き
こ
と
は
永
続
に
努
め
よ

残
さ
れ
た
人
生
を
楽
し
く

夫
婦
と
も
ど
も
逝
け
た
ら

最
高
の
人
生
で
は
な
い
か
と
考
え
る
日
々

【評】友から聞く言葉を、自分の言葉としていましめる
「私」は、余生を楽しく生きようと思い続ける。親に威厳
があった時代は過ぎ去ってしまった。とにもかくにも角を
立てずに暮らしていかなければと言い聞かせるのだ。最高
の人生だったと言える日を迎えるために、私たちは、自分
の時間を自分のために使いたいと願うのではないだろうか。
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